
　
平
成
二
十
二
年
度　
広
島
大
学
公
開
講
座　
『
広
島
の
こ
と
ば
と
文
芸
』

　
　
「
凹
み
文
字
〈
角
筆
文
献
〉
の
言
葉—

広
島
県
伝
存
資
料
の
場
合—

」
発
表
用
原
稿
の
一
部　
　
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
日　
　
於　
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

　
　
　
角
筆
書
入
の
認
知
・
認
識
と
年
代
推
定

　
　
　
　
　

—

文
献
資
料
研
究
者
の
潜
在
的
不
安
と
憂
鬱—

　
　
　
　

    　
　
　
　
　
松　
本　
光　
隆

　
　
　

は
じ
め
に

　

角
筆
の
文
字
記
号
を
書
入
れ
た
文
献
（
以
下
、
角
筆
文
献
と
称
す
る
）
は
、
今
ま
で
、

国
内
で
は
、日
本
語
史
（
国
語
史
）
の
言
語
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

絵
画
の
下
絵
や
輪
郭
線
、
あ
る
い
は
、
白
描
の
図
像
の
角
筆
書
入
資
料
が
発
見
さ
れ
る

に
及
ん
で
、
美
術
史
、
文
化
史
の
資
料
と
し
て
の
側
面
も
気
付
か
れ
て
き
た
。

　

日
本
語
史
に
お
け
る
角
筆
文
献
は
、
従
来
説
か
れ
て
き
た
日
本
語
の
歴
史
変
化
の
時

期
の
実
証
的
証
拠
と
し
て
の
資
料
年
代
を
、
更
に
、
遡
る
と
推
定
さ
れ
る
角
筆
文
献
が

発
見
さ
れ
て
、
日
本
語
史
の
素
描
を
書
き
換
え
て
き
た
。
特
に
、
近
世
の
版
本
を
中
心

と
す
る
角
筆
文
献
に
お
い
て—

藩
校
の
教
科
書
や
、
当
時
の
童
蒙
が
関
わ
っ
て
学
習
し

た
ら
し
い
往
来
も
の
、
寺
院
等
へ
の
施
入
経
（
追
悼
菩
提
の
た
め
の
施
入
の
経
典
を
、

追
善
の
た
め
の
読
経
に
供
し
た
り
し
た
も
の
）
等
々
は
、
全
国
的
に
遺
存
が
確
認
さ
れ

て
い
る—

近
世
の
地
域
言
語
、
即
、
方
言
の
描
述
に
も
利
用
で
き
る
道
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
て
き
た
。
海
外
に
も
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
、
中
国
周
辺
諸
国—

朝
鮮
半
島
、

ベ
ト
ナ
ム
や
チ
ベ
ッ
ト
、
敦
煌
文
献
、
あ
る
い
は
、
中
国
本
土
、
ま
た
、
コ
ー
ラ
ン
に

も
発
見
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
聖
書
に
角
筆
（
ス
タ
イ
ラ
ス
）
書
入
が
見
つ
か
っ
て
、

古
い
ド
イ
ツ
語
の
文
献
資
料
と
し
て
解
析
さ
れ
て
来
て
い
る
。

　

稿
者
は
、
こ
の
角
筆
文
献
に
よ
る
言
語
史—

た
だ
し
、
諸
言
語
資
料
、
例
え
ば
、
墨

筆
の
訓
点
と
か
、
朱
書
の
書
入
、
平
安
初
期
以
降
の
白
書
の
片
仮
名
交
じ
り
文
な
ど
な

ど
の
文
字
記
号
の
言
語
史
料
と
同
等
、
対
等
な
も
の
と
位
置
づ
け
て
扱
う
べ
き
で
あ
る

と
い
う
研
究
上
の
立
ち
位
置
に
立
つ—

の
可
能
性

0

0

0

は
、
高
く
評
価
し
て
も
良
い
と
判
断

し
て
い
る
。

　

角
筆
文
献
の
存
在
に
対
す
る
疑
義
は
、
一
つ
な
ら
ず
耳
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

批
判
の
立
脚
点
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
角
筆
文
献
研
究
に

対
す
る
温
度
差
は
か
な
り
の
も
の
で
、
従
来
の
研
究
そ
の
も
の
の
拒
否
、
拒
絶
、
無
視
、

否
定
に
始
ま
っ
て
、
そ
れ
が
角
筆
文
献
そ
の
も
の
の
実
存
に
対
す
る
拒
否
、
拒
絶
、
無

視
、
否
定
の
場
合
す
ら
存
す
る
。
好
意
的
に
は
当
然
、
本
邦
で
も
角
筆
文
献
を
使
っ
た

研
究
を
公
に
す
る
研
究
者
も
あ
っ
て
、韓
国
で
は
、古
い
時
代
の
角
筆
文
献
の
発
見
以
来
、

角
筆
文
献
を
使
っ
た
言
語
の
歴
史
研
究
が
昂
揚
し
て
い
る
状
況
を
風
聞
す
る
。

　

稿
者
は
、
角
筆
文
献
に
お
け
る
凹
み
文
字
・
符
号
た
る
角
筆
書
入
は
、
実
存
す
る

0

0

0

0

と

の
立
場
を
取
る
。
存
在
そ
の
も
の
に
懐
疑
的
な—

部
分
的
な
問
題
で
は
な
く
、
全
面
的

に
抱
か
れ
た
懐
疑—

立
場
も
あ
る
が
、
後
述
の
如
く
で
、
理
化
学
的
に
証
拠
を
挙
げ
る

こ
と
が
出
来
る
以
上
、現
在
の
段
階
で
、実
存
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

角
筆
文
献
が
実
存
す
る
以
上
は
、
こ
の
存
在
を
認
め
な
い
立
場
、
あ
る
い
は
、
忌
避

す
る
研
究
者
は
、
研
究
者
と
し
て
の
基
本
的
理
念
と
、
人
文
科
学

0

0

の
研
究
者
と
し
て
の



良
心
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
研
究
者
と
し
て
の
角
筆
文
献
へ
の
認
識
が
浅
い
と
し
て

も
、
実
存
す
る
客
観
物
を
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
研
究
が
始
ま
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
よ

う
し
、そ
の
客
観
物
が
、人
間
の
営
為
の
残
存
で
あ
る
と
す
る
認
識
が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、

人
文
科
学—
人
間
学
の
史
料
と
し
て
、〝
人
間
の
存
在
〟
を
問
う
資
料
た
り
得
る
の
は
、

殊
更
、
こ
こ
に
説
く
べ
き
必
要
も
無
い
で
あ
ろ
う
。

　

他
の
文
字
資
料
と
同
等
の
資
料
的
価
値
を
認
め
て
、
人
間
学
の
資
料
た
る
も
の
と
し

て
の
研
究
を
行
お
う
と
す
る
時
、
角
筆
資
料
の
資
料
性
の
決
定
的
問
題—

理
化
学
的
に

解
明
す
べ
き
課
題
は
、
本
質
的
に
突
き
詰
め
れ
ば
、
以
下
の
二
点
で
あ
ろ
う
。

　

一
つ
は
、
角
筆
資
料
に
お
け
る
角
筆
書
入
の
〈
人
と
し
て
の
存
在
た
る
研
究
者
側
の
〉

認
知

0

0

、
認
識

0

0

の
問
題
で
あ
る
。

　

今
ひ
と
つ
は
、
特
に
歴
史
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
以
上
、
決
定
的
に
は
時
代
、

可
能
な
ら
ば
年
月
日
レ
ベ
ル—

奥
書
に
相
当
す
る
情
報—

で
の
角
筆
文
献
に
角
筆
書
入

が
成
さ
れ
た
時
代
の
判
定

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

　

以
下
に
は
、
以
上
の
二
点
に
関
し
て
、
節
を
改
め
て
説
き
始
め
る
。
本
稿
は
、
角
筆

文
献
に
関
し
て
、
現
時
点
ま
で
に
行
っ
て
き
た
理
化
学
的
観
察
、
実
験
を
示
し
つ
つ
論

述
す
る
が
、
本
稿
の
概
ね
は
、
角
筆
文
献
の
理
化
学
的
解
析
に
関
す
る
理
論
的
文
章
で

あ
る
こ
と
を
先
に
断
っ
て
お
く
。
即
ち
、
理
論
物
理
学
や
科
学
哲
学
に
採
ら
れ
る
「
思0

考
実
験

0

0

0

」
で
あ
る
。
理
論
的
文
章
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
現
時
点
で
の
理
化
学

の
水
準
で
は
、
以
下
に
論
じ
る
こ
と
を
実
証
的
、
実
験
的
に
証
明
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
と
判
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
点
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

一
、
角
筆
書
入
の
存
在—

研
究
者
の
認
知
・
認
識
の
問
題
と
し
て—

　

角
筆
書
入
の
存
在
に
対
す
る
研
究
者
の
認
知
・
認
識
の
問
題
と
は
、
要
す
る
に
、
あ

る
文
献
に
、
角
筆
書
入
の
候
補
と
な
る
有
標
の
凹
み
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
の
認
知

0

0

の

問
題
、
そ
の
存
在
を
元
に
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
と
し
て
の
文
字
・
符
号
の
書
き
入
れ
ら
れ
た

観
念
上
意
味—

文
字
・
符
号—

の
資
料
と
認
定
し
て
、
論
述
の
材
料
と
出
来
る
と
判
断

で
き
る
認
識

0

0

が
成
立
す
る
か
否
か
の
段
階
の
問
題
で
あ
る
。
有
り
体
に
書
け
ば
、
あ
る

文
献
に
研
究
者
Ａ
に
は
、
凹
み
が
認
知
さ
れ
、
日
本
語
の
音
節
仮
名
、
あ
る
い
は
、
漢

字
某
や
意
味
あ
る
符
号
と
認
識
さ
れ
る
。
そ
の
同
一
の
箇
所
に
、
研
究
者
Ｂ
に
は
、
凹

み
の
認
定
は
出
来
る
も
の
の
、
文
字
と
し
て
認
識
さ
れ
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
研
究
者

Ｃ
に
は
、
凹
み
そ
の
も
の
が
認
知
で
き
な
い
と
言
う
差
が
、
現
実
の
問
題
と
し
て
存
す

る
こ
と
を
言
う
。
た
だ
、
こ
の
問
題
は
、
日
本
語
史
の
研
究
の
範
囲
で
は
、
角
筆
書
入

だ
け
に
限
る
問
題
で
は
な
い
。
多
く
は
、
平
安
時
代
に
存
す
る
白
点
の
資
料
に
つ
い
て

も
同
様
で
、
時
代
の
降
っ
た
白
点
資
料
は
比
較
的
判
読
し
や
す
い
と
言
う
印
象
が
あ
る

が
、
平
安
時
代
の
白
点
資
料
に
は
、
剥
脱
と
か
、
水
洗
に
よ
っ
て
薄
く
な
っ
た
と
い
う

事
情
で
は
な
く
、
元
々
か
ら
薄
か
っ
た
と
思
し
き
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
白
書

の
判
読
も
、
右
の
角
筆
書
入
の
場
合
と
同
様
の
問
題
が
存
す
る
。
平
安
時
代
の
特
に
、

前
半
期
の
朱
点
で
さ
え
も
、
元
々
非
常
に
薄
く
書
き
込
ま
れ
た
と
判
断
で
き
る
も
の
が

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
白
点
、
朱
点
も
研
究
者
に
よ
る
認
識
の
揺
れ
が
存
す
る
。
こ
の
白

書
や
朱
書
に
関
し
て
の
問
題
に
対
す
る
研
究
者
の
認
識
が
、
最
近
頓
に
希
薄
で
、
問
題

と
し
て
論
わ
れ
る
対
象
は
、
噂
話
的
に
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
で
あ
る
が
、
角
筆
書
入
が
話
題
と

さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
稿
者
は
感
じ
て
い
る
。

　

問
題
の
本
質
は
、
角
筆
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
極
論
す
れ
ば
、

実
存
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
存
在
の
客
観
的
証
明
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
研

究
者
の
多
く
は
、
即
、
現
代
・
現
時
点
の
科
学
技
術
の
水
準
で
の
証
明
を
要
求
し
、
現

在
の
時
点
で
実
験
的
に
証
明
さ
れ
な
い
場
合
は
、
未
解
決
事
項
と
し
て
議
論
の
放
棄
を

す
る
が
、
こ
れ
は
あ
る
種
、
実
証
研
究
万
能
主
義
の
悪
弊
と
し
か
見
え
な
い
。
例
え
ば
、

不
可
能
な
背
景
に
は
、
現
在
、
科
学
技
術
は
解
明
で
き
る
程
の
水
準
に
あ
り
な
が
ら
、

文
献
文
化
財
の
場
合
に
は
限
界
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。
図
像
や
塑
像
の
解
析
は
、
諸
種

の
科
学
的
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
水
銀
顔
料
の
辰
沙
に
よ
る
朱
の
解
析
に
は
、
現
在

も
エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
解
析
が
行
わ
れ
た
り
す
る
し
、
塑
像
な
ど
も
エ
ッ
ク
ス
線
や
Ｃ

Ｔ
な
ど
で
の
解
析
が
行
わ
れ
た
り
す
る
が
、
文
献
文
化
財
の
場
合
は
、
図
像
な
ど
に
比

べ
て
、量
（
対
象
面
積
の
総
和
）
が
大
き
す
ぎ
る
。
莫
大
の
手
間
と
資
金
が
必
要
で
あ
る
。

胡
粉
（
塩
基
性
炭
酸
鉛
や
白
土
、炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）
な
ど
の
解
析
に
は
、各
種
の
光
源
・



線
源
が
有
効
で
あ
ろ
う
が
、
文
化
財
の
場
合
は
非
破
壊

0

0

0

が
原
則
で
、
個
々
に
問
題
の
有

る
場
合
が
あ
る
。

　

研
究
資
料
と
し
て
、
例
え
ば
、
角
筆
文
献
を
定
位
す
る
た
め
に
は
、
複
数
、
あ
る
い
は
、

理
想
的
に
は
全
て
の
研
究
者
に
客
観
的
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

屈
で
あ
る
。
即
ち
、あ
る
研
究
者
個
人
の
認
定
の
レ
ベ
ル
で
メ
モ
と
し
て
残
さ
れ
る
者
は
、

研
究
者
個
々
人
の
思
考
上
の
認
識
と
し
て
無
形
の
も
の
で
、
そ
れ
を
客
観
的
に
学
術
上

の
材
料
と
し
て
多
く
の
研
究
者
が
認
め
る
た
め
に
は
、
画
像
か
す
る
な
ど
の
方
法
を
採

ら
ね
ば
そ
の
意
味
は
皆
無
に
等
し
い
。

　

現
実
問
題
と
し
て
は
、
他
の
如
何
な
る
科
学
機
器
よ
り
も
、
最
も
光
学
機
器
と
し
て

精
密
で
あ
る
〝
人
間
の
目
〟
を
し
て
も
、
認
知
・
認
識
は
研
究
者
相
互
に
異
な
る
。
実
は
、

こ
こ
に
忌
々
し
き
権
威
主
義

0

0

0

0

0

0

0

0

〈
人
文
科
学
に
携
わ
る
研
究
者
と
し
て
あ
る
い
は
、
教
壇

に
立
た
ざ
る
を
得
な
い
者
は
、
お
よ
そ
全
て
、
権
威
主
義
者
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い

が
、
そ
の
自
覚
の
全
く
無
い
も
の
が
あ
る
こ
と
に
愕
然
と
ス
ラ
す
る
〉
が
蔓
延
る
場
が

存
在
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
観
察
者
の
認
識
〈
主
観
〉
の
介
在
す
る
と
い
う
問
題
は
、

独
り
、角
筆
文
献—

日
本
語
史
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
実
証
的
研
究
の
陥
穽
は
、既
に
、

古
典
物
理
学
に
よ
っ
て
も
問
題
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
観
察
者
の
認
識
の
問
題—

例
え

ば
、
自
然
物
に
対
す
る
認
知
・
認
識
や
デ
ー
タ
の
解
析
は
観
察
者
の
主
観
に
基
づ
く—

は
、
自
然
科
学
の
分
野
に
お
い
て
さ
え
、
問
題
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
学
問

的
経
験
の
浅
薄
の
問
題
に
帰
す
る
の
は
、
到
底
科
学
的
学
問
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
即

ち
、
帰
納
的
実
証
研
究
の
本
質
は
、
主
観
的
、
観
念
的
、
独
我
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

実
証
研
究
の
本
質
的
部
分
に
対
す
る
批
判
と
し
て
普
通
に
説
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

現
時
で
の
科
学
的
機
器
の
改
良
進
歩
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
稿
者
に
は
研
究
者
間

で
認
識
の
揺
れ
る
奈
良
時
代
の
角
筆
書
入
、
新
羅
語
だ
と
さ
れ
る
角
筆
書
入
と
言
っ
た

極
々
浅
い
レ
ベ
ル
の
凹
み
文
字
の
解
析
を
試
み
た
実
績
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
角
筆
書

入
の
観
察
条
件
を
少
し
変
え
る
だ
け
で
も
、
認
知
の
度
合
い
が
異
な
る
。
実
験
室
で
の

観
察
条
件
に
就
い
て
で
あ
る
が
、
極
一
般
的
な
簡
易
暗
室
に
よ
っ
て
遮
光
を
試
み
て
、

斜
光
光
源
の
仰
角
や
収
束
条
件
を
整
え
る
だ
け
で
も
、
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

凹
み
に
つ
い
て
書
け
ば
、
工
業
的
に
は
、
例
え
ば
、
金
属
研
磨
面
の
傷
（
凹
み
）
の

析
出
の
た
め
の
機
器
類
の
開
発
は
著
し
く
、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
に

よ
る
３
Ｄ
描
出
機
器
も
進
化
し
続
け
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
、
金
属
の
研
磨

面
は
基
本
的
に
は
平
面
に
近
い
が
、
和
紙
の
場
合
は
繊
維
の
絡
み
合
い
方
に
よ
っ
て
純

粋
は
平
面
に
近
い
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

　

過
年
、
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
業
者
に
よ
る
広
島
大
学
角
筆
資
料
研
究
室
蔵

の
角
筆
文
献
の
具
体
的
な
実
験
的
走
査
を
行
い
、
角
筆
文
献
資
料
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
公
開
し
て
い
る（

１
）が

、
こ
の
機
器
は
、
画
像
の
焦
点
位
置
の
深
度
に
よ
っ
て
走
査
し
、

３
Ｄ
像
を
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
レ
ベ
ル
で
描
く
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
機
器
で
の
角
筆

の
凹
み
の
存
在
証
明
も
か
な
り
の
客
観
性
を
も
っ
て
画
像
と
し
て
客
観
的
に
示
す
こ
と

が
で
き
る（

２
）。

　

次
に
示
し
た
画
像
は
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
角
筆
書
入
の
具

体
的
な
例
で
あ
る
（
図
１
）。
た
だ
し
、
画
像
化
し
て
客
観
化
出
来
る
も
の
の
、
角
筆
文

献
資
料
室
の
資
料
は
、
江
戸
時
代
の
も
の
ば
か
り
で
、
解
析
の
意
味
が
薄
い
と
、
小
林

博
士
は
評
価
さ
れ
、
客
観
化
の
意
味
を
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。

　

本
誌
掲
載
に
つ
い
て
は
、
モ
ノ
ク
ロ
の
画
像
を
示
し
て
解
説
を
加
え
た
が
、
カ
ラ
ー

画
像
が
取
得
で
き
る
も
の
で
、
凹
み
の
認
知
精
度
は
掲
載
画
像
で
は
表
現
で
き
な
い
精

度
が
実
現
で
き
る
。

　

角
筆
類
の
凹
み
の
文
字
の
解
析
が
進
ん
で
い
る
の
は
、
警
察
の
科
学
捜
査
研
究
所
で

あ
る
（
以
下
、
科
捜
研
）。
古
く
か
ら
こ
の
凹
み
文
字
へ
の
解
析
の
関
心
は
高
く
、「
筆

圧
痕
」
ま
た
は
、「
筆
跡
痕
」
と
称
し
て
研
究
の
歴
史
は
古
い
。
但
し
、
科
捜
研
で
の

解
析
は
即
、
現
在
の
住
民
の
人
命
に
関
わ
る
問
題
で
、
捜
査
上
の
機
密
事
項
を
含
む
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
大
阪
府
警
科
捜
研
は
、
大
阪
大
学
レ
ー
ザ
ー
研
と
の
共
同
研

究
を
行
っ
た
り
は
し
て
い
る（

３
）も
の
の
、
科
捜
研
は
非
常
に
微
妙
な
部
署
で
あ
っ
て
、
多

く
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
自
体
に
、
稿
者
も
か
な
り
の
躊
躇
を
感
じ
て
い
る
。
た
だ
、

広
島
県
警
科
捜
研
の
文
書
研
究
室
に
購
入
の
市
販
機
器
類
の
情
報
、
及
び
、
観
察
画
像

の
提
供
は
、
研
究
員
で
あ
る
加
川
英
司
氏
、
宮
川
沙
矢
香
氏
か
ら
得
る
こ
と
が
出
来
た（

４
）。



本
稿
に
取
り
あ
げ
た
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
も
導
入
さ
れ
た
由
で
あ
る
。

　

後
に
触
れ
る
が
、
現
在
、
角
筆
文
献
研
究
の
最
も
ホ
ッ
ト
な
の
は
、
奈
良
時
代
の
加

点
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
資
料
群（

５
）と
、
新
羅
語
の
書
入
、
中
国
本
土
で
の
加
点
で
あ
ろ
う

と
目
さ
れ
る
醍
醐
寺
の
一
切
経
の
加
点
資
料（

６
）で
あ
ろ
う
。
稿
者
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
の

実
見
の
機
会
を
得
て
は
い
な
い
の
で
、
発
言
す
る
の
を
差
し
控
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
ら
の
角
筆
文
献
の
走
査
の
た
め
に
、
広
島
大
学
角
筆
資
料
研
究
室
設
置
の
諸
機
器

を
該
地
ま
で
運
搬
し
て
、
ま
た
、
現
地
に
て
走
査
の
た
め
の
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
諸
寺
院
か
ら
の
貸
借
、
搬
出
も
大
学
レ
ベ
ル
で
は
、
現
実

的
で
は
な
い
。

　
　
　

　

実
見
の
機
会
を
得
な
い
者
と
し
て
は
、
確
た
る
発
言
を
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
が
、

伝
聞
し
あ
る
い
は
、
公
表
さ
れ
た
論
文
等
を
拝
見
す
る
限
り
、
角
筆
文
献
と
し
て
の
資

料
性
そ
の
も
の
の
質—

角
筆
文
字
文
献
が
多
く
は
紹
介
さ
れ
な
い—

の
問
題
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
し
、
次
節
以
降
に
説
こ
う
と
す
る
書
入
年
代
と
角
筆
書
入
の
状
況—

場
所
と

か
、
携
わ
っ
た
人
の
社
会
環
境
と
か—

の
問
題
が
さ
ら
に
重
大
で
あ
る
よ
う
に
判
断
す

る
。
そ
の
、
奥
書
に
相
当
す
る
よ
う
な
保
証
を
科
学
的
に
得
ら
れ
な
い
限
り
は
、
空
論

の
域
を
出
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
断
じ
て
良
か
ろ
う
。

（図２）
上に掲げた画像は、本来はカラー画像で、画像右上に二カ所の
筆跡が観察されるが、その内の少し薄く写っている左のものは、
朱書である。デジタルマイクロスコープによる画像の取得後に、
３D 画像として制御機器上でカンバスの回転操作を施したもの
である。広島大学角筆資料研究室のホームページに掲げてある
サンプル画像を示したものであるが、ホームページではカラー
画像として確認して戴ける像である。この３D による回転操作
に拠って、角度・回転方向などの調整で不鮮明な凹みが鮮明に
確認できる。なお、本機器には、凹凸の色調に拠る識別と、凹
凸の数値での計測が可能であるが、画像は後節に示す。

（図１）
上に掲げたものは、本来モノクロで撮影した画像である。斜光方
向が画像手前からのものであって、図１における凹みが、浮き出
て見えるが、角筆書入れの像である。この画像は、マイクロスコー
プの制御機器上で、画質を整えたもので、この処理だけでも肉眼
による認知をかなり補うことができる。



　

さ
て
、
角
筆
書
入
に
限
ら
ず
、
極
め
て
薄
い
白
点
の
存
在
に
し
て
も
、
朱
点
の
存
在

に
し
て
も
、
今
後
の
科
学
技
術
の
発
展
に
託
し
て
、
物
理
的
に
存
在
す
る
も
の
な
ら
ば
、

科
学
の
進
歩
に
伴
っ
て
実
験
的
に
認
知
さ
れ
る
道
が
、
理
論
的
に
は
必
ず
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
今
の
研
究
者
の
認
識
に
よ
る
揺
れ
は
、
数
十
年
あ
る
い
は
数
世
紀
後
に
は
、
人
文

科
学
で
あ
る
以
上
は
、
完
全
に
は
解
消
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
必
ず
狭
ま
っ
て
い
く

も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
よ
い
と
考
え
る
。

　

現
在
生
存
す
る
研
究
者
の
要
求
は
拙
速
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
角
筆

に
限
ら
ず
、
訓
点
全
体
に
対
し
て
の
今
の
稿
者
の
認
識
が
、
後
世
の
科
学
的
進
歩
に
よ
っ

て
存
在
や
、
認
識
が
証
明
さ
れ
れ
ば
良
い
し
、
あ
る
い
は
、
後
世
改
め
ら
れ
て
正
さ
れ

る
の
な
ら
、
後
世
に
託
す
意
味
が
あ
ろ
う
。
現
在
の
個
々
の
研
究
者—

研
究
者
の
自
己

自
身—

に
よ
っ
て
、
解
明
し
尽
く
さ
れ
る
と
か
、
無
批
判
に
自
己
の
認
識
が
正
し
い—

正
誤
の
価
値
観
自
体
を
疑
う
べ
き
で
あ
る—
も
の
で
あ
る
と
妄
信
す
る
忌
ま
わ
し
い
権

威
主
義
や
、
根
拠
の
な
い
自
己
主
張
は
、
実
に
虚
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、
自
己
の
研
究

理
念
を
根
底
か
ら
点
検
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

二
、
角
筆
文
献
の
懐
疑
性—

研
究
者
の
潜
在
的
不
安—

　

さ
て
、
第
一
の
問
題
で
あ
る
研
究
者
（
観
察
者
）
の
認
知
・
認
識
の
問
題
は
、
恐
ら
く
、

現
時
点
で
の
深
刻
な
問
題
で
は
あ
っ
て
も
、
数
十
年
あ
る
い
は
数
世
紀
先
に
は
解
決
が

付
く
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
よ
い
。
そ
も
そ
も
、
訓
点
な
ど
の
書
入
（
角
筆
に
し
て
も
、

白
点
に
し
て
も
、
薄
い
朱
点
に
し
て
も
）
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
時
点
で
、
後
に
認
識
で

き
な
い
よ
う
な
書
入
方
を
す
る
こ
と
事
態
が
、
意
図
的
表
記
と
し
て
は
極
め
て
大
き
な

矛
盾
を
含
む
か
ら
で
あ
る
〈
冠
水
や
修
補
等
に
よ
る
後
世
の
別
種
の
物
理
変
化
は
例
外

で
あ
る
〉。
即
ち
、
記
号

0

0

と
し
て
の
存
在
で
あ
る
な
ら
、
理
化
学
的
分
析
が
、
現
在
最
も

精
度
の
高
い
人
の
目

0

0

0

を
十
二
分
に
補
う
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
の
精
度
の
機
器
が
開

発
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
確
に
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る—

言
う
ま
で
も
な
い

が
、
顕
微
的
機
器
は
、
人
間
の
器
官
を
遙
か
に
超
え
て
い
る
。
そ
の
時
代
に
な
れ
ば
、

理
化
学
的
手
法
に
よ
る
認
知
は
可
能
と
な
り
、
人
文
学
の
研
究
者
の
問
題
は
、
ゲ
シ
ュ

タ
ル
ト
と
し
て
意
味
有
る
も
の
と
認
識
さ
れ
る
か
否
か
の
判
定
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

問
題
は
、「
は
じ
め
に
」
に
示
し
た
第
二
の
点
に
あ
る
。
即
ち
、
角
筆
＝
凹
み
文
字
の

年
代
判
定
の
問
題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
角
筆
文
献
が
研
究
対
象
と
さ
れ
た
初
期
は
、

日
本
語
史
の
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
も
そ
も
、
歴
史
的
位
置
づ
け
が
、

本
質
的
問
題
と
な
っ
た
筈
で
あ
る
。
角
筆
資
料
研
究
が
進
展
し
て
、
角
筆
文
献
に
は
、

角
筆
書
入
に
対
す
る
角
筆
の
奥
書
が
、
今
は
消
失
し
た
佐
賀
県
岩
蔵
寺
大
般
若
経
の
例

外
を
除
い
て
存
在
し
な
い
こ
と
へ
の
真
剣
な
反
省
が
欠
け
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
、
謂

わ
ば
、冷
静
な
判
断
を
措
い
て
、研
究
が
暴
走
し
た
感
が
あ
る
。
即
ち
、研
究
の
立
脚
点—

研
究
を
支
え
る
べ
き
足
下
へ
の
反
省
が
無
く
、
水
平
的
な
拡
張
思
考
が
優
先
さ
れ
て
し

ま
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
研
究
基
盤—

立
脚
点
の
問
題
を
措
い
て
、
水
平
的
に

拡
張
し
て
も
、
お
よ
そ
信
頼
す
る
に
足
る
研
究
と
は
成
り
得
な
い
の
は
科
学
的
研
究
者

と
し
て
の
常
識
に
属
す
る
も
の
で
、
さ
も
な
く
ば
、
感
想
や
希
薄
な
可
能
性
の
域
を
で

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
思
索
を
施
さ
ず
と
も
理
解
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

　

こ
の
角
筆
文
献
の
角
筆
書
入
の
年
代
判
定
の
問
題
は
、
独
り
〝
日
本
語
史
〟
の
問
題

で
は
な
い
。
他
に
例
を
採
れ
ば
、
誹
謗
や
中
傷
・
批
難
と
し
か
な
ら
な
い
の
で
、
身
近

な
例
と
し
て
、
稿
者
が
所
属
す
る
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
を
例
に
取
る
。
た
だ
、

こ
の
問
題
は
、
い
ず
こ
に
あ
っ
て
も
必
ず
同
類
の
問
題
を
生
ん
で
い
る
こ
と
は
明
確
に

認
識
し
て
戴
き
た
い
と
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
学
研
究
科
の
研
究
的
な
組
織
と
し

て
は
、
理
科
系
科
学
で
あ
る
自
然
地
理
を
も
含
む
が
、
文
献
に
よ
る
学
問
が
主
流
で
あ

る
と
捉
え
て
よ
い
。
主
と
し
て
日
本
文
学
語
学
と
関
係
の
深
い
広
島
大
学
角
筆
資
料
研

究
室
に
は
、
意
図
的
に
収
集
さ
れ
た
資
料
二
〇
一
点
の
角
筆
文
献
を
蔵
す
る
。
購
入
分

に
併
せ
て
、
寄
贈
の
資
料
も
存
す
る
。
一
二
を
覗
く
殆
ど
の
資
料
は
、
江
戸
時
代
以
降

の
版
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
凹
み
文
字
が
存
す
る
。
こ
う
し
た
時
代
を
遡
っ
た
文

献
を
所
有
す
る
研
究
室
は
、
角
筆
資
料
研
究
室
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
現
在
ま
で
に
文

学
研
究
科
所
蔵
の
版
本
な
ど
に
角
筆
書
入
が
発
見
さ
れ
て
い
る
例
は
、
中
国
文
学
語
学

研
究
室
や
、
中
国
哲
学
思
想
文
化
学
研
究
室
、
日
本
史
学
研
究
室
に
も
存
す
る
。
中
央

図
書
館
に
は
、
文
学
部
旧
蔵
の
そ
の
他
の
文
学
語
学
関
係
、
歴
史
関
係
資
料
を
多
数
蔵



し
て
、
角
筆
書
入
の
報
告
が
存
す
る
（
小
林
芳
規
編
角
筆
文
献
目
録
）。
こ
れ
ら
は
、
特

に
近
世
の
文
化
財
と
し
て
貴
重
な
資
料
類
で
あ
る
が
、
国
内
の
資
料
に
限
ら
ず
、
西
欧

に
お
い
て
は
、
聖
書
の
資
料
に
も
角
筆
（
ス
タ
イ
ラ
ス
）
文
字
が
発
見
さ
れ
て
研
究
が

成
さ
れ
て
い
る
現
状
を
顧
み
る
に
、
西
欧
の
写
本
を
持
つ
研
究
室
も
あ
る（

７
）の

で
あ
っ
て
、

こ
れ
も
文
献
を
所
蔵
し
て
い
る
点
で
は
、
本
邦
の
関
係
書
だ
け
に
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

広
島
大
学
文
学
研
究
科
を
具
体
例
と
し
た
が
、
国
内
他
大
学
に
お
い
て
も
書
籍
の
架
蔵

状
況
は
、
大
同
で
は
な
か
ろ
う
か
。
角
筆
書
入
が
、
そ
の
世
間
的
認
知
度
を
増
す
に
従
っ

て
、
諸
大
学
の
蔵
書
を
有
す
る
部
署
の
教
職
員
に
と
っ
て
は
、
認
識
が
深
ま
る
に
従
っ

て
〝
角
筆
書
入
の
年
代
判
定
〟
は
、
教
職
員
の
人
間
と
し
て
の
自
己
存
在
に
関
わ
る
大

き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、副
題
に
掲
げ
た「
潜

在
的
不
安
と
憂
鬱
」
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

理
論
的
に
で
も
良
い
と
判
断
す
る
が
、
理
化
学
的
実
証
実
験
に
よ
る
角
筆
書
入
の
年

代
測
定
の
可
能
性
が
明
ら
か
で
な
い
現
状
で
は
、
研
究
者
の
良
心
の
問
題
に
対
す
る
疑

い
を
科
学
的
な
証
拠
を
挙
げ
て
は
払
拭
で
き
る
道
が
な
い
。
即
ち
、
身
近
な
広
島
大
学

角
筆
資
料
研
究
室
の
蔵
書
を
具
体
例
と
す
る
。
現
時
点
で
の
話
題
で
あ
る
が
、
広
島
大

学
角
筆
資
料
研
究
室
は
、
広
島
大
学
総
合
博
物
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

文
学
研
究
科
正
面
玄
関
に
は
常
設
の
角
筆
文
献
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
こ
の
常
設
展
示
や
希
望
者
へ
の
資
料
の
展
示
公
開
、
ま
た
、
角
筆
文
献
の
研
究
は
、

専
ら
稿
者
が
携
わ
っ
て
い
る
。
文
献
調
査
で
の
来
訪
者
も
あ
る
が
、
こ
の
来
訪
者
が
時

を
隔
て
て
同
一
資
料
を
調
査
さ
れ
、
以
前
に
は
認
知
・
認
識
で
き
な
か
っ
た
角
筆
書
入

を
発
見
さ
れ
て
、
角
筆
書
入
が
増
え
て
い
る

0

0

0

0

0

と
判
断
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
よ
う—
本

心
か
、
冗
談
か
、
類
同
の
現
実
体
験
が
あ
る
。
そ
の
原
因
を
稿
者
に
よ
る
近
時
、
平
成

時
代
の
角
筆
書
入
で
あ
ろ
う
と
糾
弾
さ
れ
た
時
、
こ
れ
を
客
観
的
に
否
定
で
き
る
科
学

的
根
拠
は
、
現
在
の
理
化
科
学
水
準
で
は
示
せ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
稿
者
の
書
入
で
な

い
と
は
確
た
る
科
学
的
根
拠
を
も
っ
て
否
定
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
潜
在
的

不
安
は
、研
究
者
生
命—

研
究
者
の
精
神
状
態
に
よ
っ
て
は
、冗
談
で
も
な
ん
で
も
無
く
、

文
字
通
り
、
研
究
者
の
人
間
と
し
て
の
生
命
を
賭
し
て
の
研
究

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に—

軽
薄
な
教
条
主
義

的
精
神
論
者
の
「
研
究
に
は
命
を
懸
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
浅
薄
な
説
教
の
段
階
で

は
な
く
、
言
っ
て
い
る
の
は
自
死
の
問
題
で
あ
る—

成
り
兼
ね
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
種
の
疑
念
は
、
広
島
大
学
角
筆
資
料
研
究
室
の
角
筆
文
献
へ
の
関
係
の
密
度
が

深
い
現
状
に
あ
る
稿
者
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
文
献
を
所
蔵
す
る
広
島
大
学
の
各
部

署
、
あ
る
い
は
、
部
署
に
関
係
す
る
研
究
者
や
学
生
等
に
等
し
く
関
わ
る
問
題
で
あ
っ

て
例
外
が
な
い
。

　

こ
の
問
題
は
、
公
的
機
関—

大
学
、
図
書
館
、
文
庫
等
々—

の
問
題
で
も
あ
る
し
、

文
献
文
化
財
や
美
術
遺
品
な
ど
を
所
蔵
す
る
寺
社
・
個
人
に
も
及
ぶ
、
人
間
存
在
、
人

間
信
頼
を
揺
る
が
す
可
能
性
の
あ
る
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
有
る
寺
院
の
聖
教

の
角
筆
文
献
に
同
様
の
疑
義
が
も
た
れ
た
場
合
、
完
全
に
否
定
で
き
る
も
の
は
、
時
代

の
厚
み
を
含
ん
で
、
蔵
書
の
聖
教
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
個
人
だ
け
で
し
か
あ
り
得
な

い
。
閲
覧
を
し
た
も
の
一
切
が
、
本
人
の
書
入
を
疑
わ
れ
た
場
合
、
自
己
の
権
威
主
義

的
権
力
を
行
使
し
て
主
張
す
る
以
外
に
は
、
科
学
的
根
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
こ
に
、研
究
に
対
す
る
、あ
る
い
は
、人
間
に
対
す
る
信
頼
の
危
機
が
あ
る
し
、ま
た
、

右
の
如
く
の
正
常
な
る
研
究
を
阻
害
す
る
怪
し
げ
な
権
威
主
義

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
温
床
と
も
な
る
学
問

の
危
機
的
事
態
が
存
す
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
広
く
捉
え
れ
ば
、
権
威
主
義
の
温
床
は
、
角
筆
文
献
だ
け
の
問
題
で
は
無
い

か
も
知
れ
な
い
。
文
献
文
化
財
全
般
、
あ
る
い
は
更
に
広
く
文
化
財
一
般
に
横
た
わ
る

問
題
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
陶
磁
器
や
絵
画
、
仏
像
、
さ
ら
に
埋
蔵
文
化
財
、
建

築
遺
構
な
ど
も
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
か
。
理
化
学
的
実
証
分
析
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ

る
が
、
現
況
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
、
建
築
遺
構
の
場
合
が
特
に
盛
ん
で
あ
る
よ
う
に
感

じ
る
。
特
に
１４
Ｃ
法
に
よ
る
年
代
測
定
の
盛
ん
な
る
埋
蔵
文
化
財
の
非
破
壊
の
定
義
は
、

稿
者
に
は
確
と
は
知
れ
ぬ
が
、
そ
の
他
の
文
化
財
の
分
析
の
学
問
的
良
心
に
基
づ
く
前

提
と
し
て
非
破
壊
と
い
う
壁
が
存
す
る
か
ら
、
年
功
を
積
ん
だ
研
究
者
や
鑑
定
士
の
経

験
則
に
基
づ
く
、
極
め
て
主
観
的
な
年
代
推
定
が
行
わ
れ
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
年
代
推

定
の
信
頼
度
に
関
し
て
は
、
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
鑑
定
結
果
と
し
て
、
経
験
の
無
い

も
の
は
無
批
判
の
信
頼
を
寄
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
在
の
現
実
で
、
こ
こ
に
際
限
な



く
膨
張
し
た〝
権
威
主
義
〟の
温
床
が
存
す
る
。
経
験
が
浅
い
と
自
覚
し
て
い
る
も
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
極
め
て
主
観
的
な
他
己
の
認
識
へ
の
疑
義
を
出
発
点
と
し
て
、
研
究
な
り
、

思
索
な
り
が
始
ま
る—

権
威
主
義
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い
限
り
は—

筈
で
あ
る
。

　

帰
納
的
実
証
主
義
へ
の
偏
重
し
た
盲
信
は
、
独
り
文
科
系
学
問
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
古
典
物
理
学
時
代
か
ら
の
こ
と
で
、
帰
納
的
実
証
研
究
の
主
観
性
、
観
念
性
、
独

我
的
性
格
は
、
既
に
、
実
証
研
究
へ
の
懐
疑
と
し
て
常
識
的
な
域
に
お
い
て
認
識
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
証
的
な
証
拠
の
提
示
は
、
真
実
の
す
べ
て
を
客
観
的
に
語
る

も
の
で
は
な
い
。
い
ま
、
研
究
者
で
あ
る
以
上
は
誰
で
も
が
研
究
者
と
し
て
存
在
す
る

限
り
普
通
に
保
有
す
る
、
研
究
者
側
の
独
我
的
認
識
の
問
題
を
措
く
と
し
て
、
実
証
的

証
拠
な
る
も
の
は
、
真
実
の
最
低
線
（
最
下
限
）
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
歴
史
的
日

本
語
の
実
証
的
研
究
を
取
り
あ
げ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
に
製
紙
さ
れ
た
（
と
推
定
さ
れ
る
）

和
紙
に
、
角
筆
書
入
れ
が
存
す
る
と
し
て
、
そ
の
角
筆
は
、
現
在
か
ら
時
間
軸
を
遡
っ

て
製
紙
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
ま
で
の
間
に
書
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
推
論
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
。
角
筆
書
入
に
関
す
る
こ
の
推
論
は
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
書
入
れ
で
は
あ
り
得
な

い
し
、
現
在
よ
り
も
未
来
の
も
の
で
も
あ
り
得
な
い
と
い
う
意
味
で
確
た
る
客
観
性
を

も
つ
。
別
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ハ
行
点
呼
現
象
の
一
般
化
は
、
石
山
寺
蔵
法
華
義
疏
長

保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
点
に
始
ま
る
と
説
か
れ
る
。「
一
般
化
」
な
る
用
語
が
曲
者
で
は

あ
る
が
、
こ
の
実
証
的
な
証
拠
は
、
長
保
四
年
に
は
、「
生
じ
て
い
た
」
こ
と
を
示
し
た

も
の
で
、
現
存
資
料
の
遺
存
（
残
り
方
）
が
偶
然
の
結
果
で
あ
る
と
反
省
す
れ
ば
、
時

代
的
に
そ
れ
以
前
に
は
一
般
的
に
は
無
か
っ
た
事
象
で
あ
る
と
い
う
客
観
的
保
証
は
無

い
こ
と
に
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
前
者
の
鎌
倉
時
代
の
製
紙
物
へ
の
角
筆
書
入

例
は
、
先
に
「
忌
ま
わ
し
き
権
威
主
義
の
温
床
と
な
る
」
と
表
現
し
た
、
研
究
者
の
主

観
的
な
年
代
判
定
に
し
か
拠
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
後
者
の
ハ
行
点
呼
現
象
の
問
題
は
、

石
山
寺
蔵
法
華
義
疏
長
保
四
年
点
が
現
存
資
料
中
の
最
古
で
あ
る
実
証
的
証
拠
と
い
う

重
み
は
あ
る
も
の
の
、
言
語
現
象
の
真
実
と
の
乖
離
の
可
能
性
が
払
拭
さ
れ
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
平
安
後
期
初
頭
に
一
般
化
し
た
と
見
る
の
は
、
観
念
論
の
産
物
で
し
か

な
い
。

　

現
在
最
も
ホ
ッ
ト
な
角
筆
文
献
研
究
は
、
奈
良
時
代
加
点
と
推
定
さ
れ
た
角
筆
書
入
、

新
羅
語
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
角
筆
書
入
と
、
醍
醐
寺
一
切
経
の
中
国
に
お
け
る
角
筆

記
入
の
推
定
文
献
の
調
査
研
究
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
者
に
共
通
す
る
大
き
な
問
題
の
一

つ
は
、
節
博
士
た
る
記
号
と
、
ヲ
コ
ト
点
様
の
記
号
が
主
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
新
羅

語
ら
し
く
推
測
さ
れ
る
書
入
は
所
謂
仮
名
で
あ
る
と
小
林
博
士
か
ら
の
直
話
で
説
明
さ

れ
た
）。
稿
者
は
、
ヲ
コ
ト
点
資
料
の
史
料
性
の
脆
弱
さ
を
、
旧
稿
に
説
い
た（

８
）が
、
こ
れ

ら
の
記
号
・
符
号
に
対
し
て
は
、
研
究
者
側
の
主
観
的
解
釈
が
基
礎
と
な
っ
て
の
論
述

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
、
右
に
説
い
て
き
た
、
角
筆
書
入
の
認
知
・
認
識—

客

観
的
有
意
な
記
号

0

0

と
し
て
の
認
定—

の
問
題
は
、
現
時
点
に
お
い
て
研
究
者
間
で
共
有

で
き
な
い
現
状
に
対
し
て
切
実
な
発
言
を
聞
く
が
、
文
化
財
と
し
て
の
研
究
の
ス
パ
ー

ン
を
将
来
的
に
永
く
設
定
し
、
後
の
研
究
者
の
批
判
に
委
ね
る
と
す
る
と
、
先
に
説
い

た
如
く
問
題
の
質
は
さ
ほ
ど
に
は
重
大
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

認
知
・
認
識
の
問
題
よ
り
も
、
研
究
史
料
と
し
て
の
本
質
に
関
わ
る
の
は
次
節
に
説

く
年
代
判
定
の
問
題
で
あ
る
。
稿
者
に
は
、
時
代
的
に
始
原
が
ど
の
様
で
あ
ろ
う
と
、

博
識
な
文
化
人
を
目
指
す
器
量
は
な
い
と
自
覚
す
る
の
で
、
興
味
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
が
、
訓
点
の
書
入
が
奈
良
時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
立
論
や
、
省
画
仮
名
（
片
仮

名
）
が
奈
良
時
代
あ
る
い
は
朝
鮮
半
島
に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
資
料
が
実
存
す
る
の
か

否
か
は
、
日
本
語
史
上
の
大
問
題
で
な
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
奈
良
時
代
加
点
と
推
定

さ
れ
る
資
料
の
角
筆
書
入
が
、経
験
則
に
よ
る
〝
推
定
〟
で
あ
る
以
上
は
、理
論
的
に
は
、

製
紙
さ
れ
た
奈
良
時
代
か
ら
平
成
の
現
代
ま
で
の
い
つ
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
か
は
、

主
観
的
判
断
を
決
し
て
出
る
こ
と
は
な
い
。
個
々
の
研
究
者
が
、
各
研
究
者
自
己
の
研

究
上
の
責
任
に
お
い
て
確
信
で
き
る
客
観
的
保
証
が
必
要
と
な
る
の
は
当
然
の
研
究
上

の
常
識
で
あ
る
。
醍
醐
寺
の
一
切
経
も
将
来
経
の
由
で
あ
る
が
、
中
国
に
お
け
る
書
入

れ
で
あ
る
と
の
説
は
、
資
料
に
現
れ
た
記
号
の
形
式
に
拠
る
判
断
が
主
と
な
っ
て
い
る

由
で
あ
る
。
か
か
る
説
が
行
わ
れ
る
の
は
、
人
文
学
の
土
俵
の
中
で
の
一
説
と
し
て
認

め
て
も
よ
か
ろ
う
が
、
中
国
に
お
け
る
時
代
の
角
筆
書
入
な
の
か
、
将
来
さ
れ
て
以
降

の
時
代
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
が
、
理
化
学
的
手
法
で
、
客
観
的
に
証
明
さ
れ
な
い



限
り
、
こ
の
一
切
経
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
文
化
史
の
像
は
、
全
く
別
な
も
の
と
な
る
し
、

必
然
の
結
果
と
し
て
信
頼
性
に
問
題
が
存
す
る
。

　
　
　

三
、
角
筆
書
入
の
年
代
判
定
に
つ
い
て
（
一
）

　
　
　
　
　
　

—

墨
な
ど
の
角
筆
以
外
の
書
入
の
年
代
判
定
の
理
論
的
可
能
性—

　

さ
て
、
角
筆
文
献
の
最
大
の
問
題
は
、
そ
の
書
入
年
代
の
推
定
で
あ
る
。
美
術
品
の

鑑
定
に
お
い
て
は
、〝
贋
物
〟
で
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
角
筆
文
献

に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
贋
物
」
と
い
う
概
念
で
の
把
握
は
当
た
ら
な
い
。
昭
和
時
代
、

平
成
時
代
の
角
筆
書
入
が
あ
っ
て
当
然
で
、
例
え
ば
、
近
時
の
研
究
者
の
、
あ
る
い
は
、

文
学
作
家
の
蔵
書
中
に
、「
爪
印
」
が
あ
っ
て
も
何
の
不
思
議
も
な
い
し
、か
か
る
〝
角
筆
〟

書
入
に
注
目
す
れ
ば
、
あ
る
研
究
者
、
あ
る
作
家
の
研
究
の
体
系
的
背
景
や
、
思
想
的

な
有
り
様
と
か
、
個
々
人
の
歴
史
が
辿
ら
れ
る
場
合
さ
え
想
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
凹
み

記
号
を
基
に
し
た
、
昭
和
・
平
成
の
文
化
史
の
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
さ
え
可
能

で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
先
に
触
れ
た
如
く
、科
捜
研
で
「
筆
圧
痕
」
が
問
題
と
な
る
の
は
、

ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
と
し
て
の
記
号

0

0

が
今
現
在
も
存
在
し
て
、
そ
の
分
析
の
必
要
性
が
あ
る

か
ら
研
究
・
読
解
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
版
本
を
購
入
し
た
近
現
代
人
が
、
鉛
筆
の
書
入
を
残
し
た
例
は
決
し
て

少
な
く
な
い
し
、
イ
ン
ク
に
よ
る
書
入
も
存
す
る
。
同
様
な
学
習
・
研
究
の
意
図
で
の

近
時
の
書
入
も
学
史
の
対
象
と
な
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
、
江
戸
時
代
の
書
入
と
し
て
意

図
的
に
偽
装
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
は
、〝
贋
物
〟
と
言
う
概
念
で
捉
え
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
や
平
成
の—

あ
る
い
は
、
悪
意
の—

文
化
史
の
資
料
で
あ

る
と
位
置
づ
け
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
語
史
が
、
歴
史
を
語
ろ
う
と
す
る
学
問
で
あ
る
以
上
、
研
究
上
使
用
す
る
資
料

の
年
代
性
、
記
号

0

0

の
書
き
入
れ
ら
れ
た
時
代
が
問
題
と
な
り
、
ま
た
、
歴
史
的
研
究
者

の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
直
前
に
は
、
角
筆
文
献
の
例
を
取

り
上
げ
た
が
、
実
は
、
墨
書
資
料
で
あ
ろ
う
と
、
白
書
、
朱
書
の
資
料
で
あ
ろ
う
と
抱

え
て
い
る
問
題
に
は
同
じ
も
の
が
あ
る
。

　

和
紙
の
科
学
的
年
代
測
定
は
、
国
内
で
最
初
の
例
と
し
て
、
一
九
九
六
年
に
名
古
屋

大
学
の
年
代
測
定
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た（

９
）。

現
在
の
分
析
で
は
、
試
料
は
１
㎎
程
度
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
研
究
者
の
良
心
の
問
題
と
し
て
の
〝
非
破
壊
〟

検
査
の
問
題
が
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
所
蔵
者
の
破
壊
許
可
と
か
、
個
人
蔵
の
試
料
に

よ
る
破
壊
分
析
と
か
、
か
か
る
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
る
。
後
世
に
遺

す
べ
き
意
図
を
含
め
て
「
文
化
財
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
現
時
点
の
個
人

の
判
断
の
問
題
と
は
異
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
墨
書
に
せ
よ
、
朱
書
、
白
書
に
せ
よ
、
角
筆
文
献
と
同
様
の
時
代
判
定
の
問

題
を
有
す
る
と
書
い
た
が
、
こ
の
問
題
を
、
些
か
不
徹
底
で
は
あ
る
が
、
所
謂
「
思
考

実
験
」
と
し
て
〝
理
論
的
〟
に
取
り
上
げ
て
み
る
。
諄
く
な
る
が
、
あ
る
資
料
の
墨
書

の
書
入
は
、
和
紙
が
漉
か
れ
て
以
降
、
現
在
ま
で
に
記
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
角
筆
文
献

と
同
様
で
あ
る
。
朱
書
、
白
書
等
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
墨
書
を
初
め
と
す
る
こ

れ
ら
の
文
字
・
符
号
が
、
角
筆
文
献
と
根
本
的
に
異
な
る
の
は
、
和
紙
の
繊
維
に
付
着

す
る
形
で
、物
質
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
付
着
物
に
注
目
し
て
年
代
測
定
の
、

将
来
的
可
能
性
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

　

墨
書
を
例
に
と
っ
て
、年
代
測
定
の
理
論
的
可
能
性
に
つ
い
て
説
い
て
み
る
が
、墨
書
、

即
、
炭
素
＝
１４
Ｃ
法
と
は
単
純
に
行
か
な
い
。
現
在
で
の
科
学
水
準
で
は
、
繊
維
に
付
着

の
試
料
の
量
が
決
定
的
に
確
保
し
き
れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
稿
者
は
、
拙
速
に
、
現
在
の

科
学
水
準
に
よ
っ
て
の
解
明
を
要
求
し
て
い
る
訳
で
は
決
し
て
な
い
。
ス
パ
ー
ン
と
し

て
は
、
数
十
年
ま
た
は
数
百
年
先
、
あ
る
い
は
も
っ
と
先
の
時
代
に
、
期
待
を
込
め
て

の
思
考
実
験
に
よ
る
理
論
的
推
量
で
あ
る
。
墨
の
主
成
分
は
炭
素
で
は
あ
る
が
、
現
在

の
１４
Ｃ
法
が
い
か
に
精
度
を
高
め
て
も
、
ま
た
、
試
料
の
量
が
分
子
数
単
位
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
例
え
ば
、
中
国
漢
代
な
ど
の
古
墨
が
珍
重
さ
れ
る
世
界
で
は
、
墨
の
成
立
年
が
、

墨
書
書
入
の
時
期
で
あ
る
と
は
単
純
に
は
認
め
が
た
い
。
朱
書
や
白
書
に
は
、
炭
素
の

混
入
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
主
成
分
は
、
鉱
物
や
生
物
の
生
産
物
、
ま
た
他
の
顔

料
で
は
植
物
性
の
も
の
も
存
す
る
。
た
だ
、
角
筆
書
入
と
の
違
い
は
、
い
ず
れ
も
物
質

の
残
存
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。



　

和
紙
の
１４
Ｃ
法
に
よ
る
年
代
測
定
は
、
汚
染
物
質
を
除
去
す
る
こ
と
に
始
ま
る
。
和
紙

の
成
分
た
る
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
や
リ
グ
ニ
ン
、
セ
ル
ロ
ー
ス
も
β
、
γ
セ
ル
ロ
ー
ス
は

除
去
さ
れ
て
、
α
セ
ル
ロ
ー
ス
に
つ
い
て
測
定
が
行
わ
れ
る
。
和
紙
の
年
代
測
定
に
お

い
て
は
、
右
の
紙
繊
維
へ
の
付
着
物
は
、
汚
染
物
質
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
こ
の
汚
染

物
質
の
付
着
年
代
が
鍵
に
な
る
。
和
紙
本
体
の
製
紙
年
代
も
、
勿
論
、
最
古
年
代
を
決

定
す
る
重
要
な
情
報
で
あ
る
が
、
付
着
物
の
年
代
と
は
同
一
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
そ
の
墨
、
朱
、
白
な
ど
の
付
着
年
代
の
推
定
を
、
理
論
的
に
で
は
あ
る
が
、

可
能
性
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
く
か
で
あ
る
。
右
に
説
い
た
如
く
、
単
一
の
情
報
か
ら

は
、
推
定
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
古
墨
の
場
合
、
紙
の
成
立
年
代
よ
り
も
古
い

結
果
が
出
て
も
不
自
然
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
炭
素
成
分
に
拘
れ
ば
、
紙
面
繊
維
状

に
付
着
す
る
有
機
物
が
手
懸
か
り
と
な
ろ
う
。
極
々
微
量
な
話—

分
子
の
個
数
の
問
題

レ
ベ
ル
の
事
か
も
知
れ
な
い—

で
あ
る
が
、
和
紙
に
有
機
物
が
付
着
す
る
で
あ
ろ
う
機

会
は
、
少
な
く
と
も
二
度
が
想
定
さ
れ
る
。
一
度
目
は
、
紙
を
漉
き
あ
げ
る
段
階
で
の

漉
舟
に
存
す
る
有
機
物
で
あ
る
。
当
然
そ
れ
ま
で
の
製
紙
過
程
で
、
リ
グ
ニ
ン
除
去
の

た
め
の
水
洗
の
工
程
や
、
煮
沸
の
工
程
で
の
有
機
物
の
付
着
が
あ
ろ
う
が
、
時
間
的
な

差
は
大
き
く
は
な
い
。
製
紙
段
階
で
は
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
な
ど
の
糊
を
使
用
す
る
が
、
こ

れ
も
、
製
紙
時
の
有
機
物
の
付
着
例
で
あ
る
。
同
一
の
和
紙
繊
維
に
比
較
的
多
く
の
有

機
物
が
残
存
す
る
機
会
は
、
そ
の
文
字
符
号
の
記
入
時
で
あ
る
。
角
筆
以
外
の
文
字
は
、

和
紙
繊
維
に
物
質
を
付
着
さ
せ
る
こ
と
で
和
紙
上
で
の
色
の
違
い
で
文
字
符
号
を
表
現

す
る
が
、
そ
の
場
合
、
墨
に
限
ら
ず
、
朱
書
も
、
白
書
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
分
を
水
に

溶
い
て
使
用
す
る
。
こ
の
水
は
、
普
通
は
自
然
水
で
あ
ろ
う
。
自
然
水
な
ら
ば
、
フ
ミ

ン
酸
や
フ
ル
ボ
酸
な
ど
の
腐
食
酸
の
混
入
が
期
待
さ
れ
て
、
有
機
物
の
検
出
が
可
能
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
水
の
分
析
も
問
題
が
あ
っ
て
、
長
時
間
掛
け
て
涌
出
し
た
伏
流

水
の
場
合
も
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
の
み
に
頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
有
機
物
の
付
着
も
、

右
以
外
に
、
修
補
や
改
装
時
、
特
殊
な
場
合
は
、
消
火
な
ど
の
場
合
も
あ
ろ
う
。

　

即
ち
、
か
か
る
微
量
な
付
着
物—

こ
の
採
取
も
、
厳
密
に
考
え
れ
ば
、
破
壊
検
査
で

あ
る
が—

は
、
い
ま
ま
で
汚
染
物
質
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
微
量
な
物

質
を
、
分
子
レ
ベ
ル
で
一
々
腑
分
け
で
き
て
、
年
代
推
定
が
可
能
な
時
代
が
来
れ
ば
、

墨
書
や
朱
書
な
ど
の
時
代
判
定
は
必
ず
可
能
と
な
ろ
う
。
各
汚
染
物
質
の
時
代
を
そ
れ

ぞ
れ
判
定
し
て
、
更
に
、
和
紙
、
墨
等
々
の
要
素
を
総
合
し
た
、
所
謂
、
合
わ
せ
技
で

0

0

0

0

0

の
年
代
推
定

0

0

0

0

0

は
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
現
在
の
科
学
水
準
で
は

解
明
は
思
考
実
験
以
外
に
は
期
待
で
き
な
い
。

　

さ
ら
に
、
現
時
点
の
訓
点
資
料
の
年
代
推
定
に
、
極
め
て
有
効
に
働
い
て
い
る
の
が
、

奥
書
の
存
在
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
奥
書
も
一
筋
縄
で
は
行
か
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
本

奥
書
の
場
合
も
存
す
る
。
研
究
者
側
の
経
験
則
が
有
効
に
働
い
て
推
定
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
奥
書
の
存
在
は
、
右
の
理
化
学
的
判
定
の
あ
り
方
・
狙
い
を
極
め
て

良
く
補
助
す
る
。
即
ち
、
理
化
学
的
検
査
は
、
こ
の
奥
書
の
記
載
に
矛
盾
す
る
も
の
か
、

あ
る
い
は
、
奥
書
の
年
代
を
妥
当
な
も
の
と
し
て
客
観
的
に
支
え
得
る
も
の
か
と
い
う

点
に
絞
っ
て
作
業
仮
説
を
設
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
す
れ
ば
、
理
化
学
的
実
験
的

な
目
標
は
、
定
め
や
す
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
年
代
を
隔
て
た
数
筆
の
書
入
が
あ
る
場
合

も
存
す
る
が
、
こ
の
場
合
も
、
奥
書
と
の
対
応
関
係
で
、
理
化
学
的
実
験
的
仮
説
の
指

標
と
な
る
事
柄
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
墨
書
を
初
め
と
す
る
文
字
文
献
は
、
遠
い
将
来
に
は
理
化
学
的
分
析
が
可

能
で
あ
ろ
う
と
理
論
的
に
は
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
現
在
の
稿
者

の
漢
文
訓
読
語
に
関
す
る
論
述
を
根
底
で
支
え
る
資
料
の
年
代
性
が
、
右
の
理
論
に
従
っ

て
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
す
れ
ば
、
後
世
に
託
し
て
稿
者
自
ら
の
研
究
の

批
判
を
受
け
る
べ
く
残
す
、
論
述
と
し
て
の
存
在
価
値
が
あ
ろ
う
。

　
　
　

四
、
角
筆
書
入
の
年
代
判
定
に
つ
い
て
（
二
）

　
　
　
　
　
　

—

角
筆
書
入
の
年
代
判
定
の
理
論
的
可
能
性—

　

さ
て
、
本
稿
の
中
心
的
問
題
で
あ
る
角
筆
文
献
の
理
化
学
的
年
代
推
定
の
〈
理
論
的
〉

可
能
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、角
筆
の
書
入
は
、基
本
的
に
物
質
を
残
さ
な
い
。

「
基
本
的
に
は
」
と
言
う
の
は
、
例
外
的
に
は
、
筆
と
し
て
の
角
筆
の
問
題
で
あ
る
。
材

質
は
種
々
で
、木
製
、竹
製
、象
牙
製
、あ
る
い
は
、金
属
の
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。
特
に
、



植
物
由
来
の
筆
は
、
現
存
物
な
ど
の
先
端
が
摩
耗
し
た
り
、
使
用
さ
れ
て
光
沢
の
あ
る

も
の
が
あ
る
の
で
、
理
論
的
に
は
、
そ
の
摩
耗
物
が
和
紙
繊
維
に
付
着
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
角
筆
書
入
の
際
、
筆
と
し
て
の
角
筆
の
成
分
が
、
凹
み
の
中
に

残
存
し
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
残
存
し
た
と
し
て
も
極
々
微
量
、
ナ
ノ
単
位
の
も
の
で
、

こ
の
試
料
の
収
集
は
、
殆
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
例
え
そ
の
筆
の
成
分
が
収
集

で
き
て
年
代
測
定
が
可
能
と
な
っ
て
も
、〝
筆
〟
の
成
立
年
代
を
推
定
す
る
材
料
で
は
あ
っ

て
も
、
凹
み
そ
の
も
の
の
年
代
推
定
に
は
な
ら
な
い
。

　

和
紙
と
筆
で
あ
る
角
筆
と
が
接
触
し
て
、
某
か
の
物
質
が
凹
み
に
付
着
す
る
こ
と
は
、

余
り
期
待
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
文
字
・
符
号
と
し
て
の
存
在
を
識
別
で
き

る
物
理
的
な
変
化
は
、
残
存
物
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
和
紙
と
し
て
漉
か
れ

乾
燥
さ
れ
て
、
一
端
は
落
ち
着
い
た
和
紙
の
繊
維
間
の
構
造
に
変
化
を
起
こ
し
て
、
新

た
な
繊
維
と
繊
維
と
の
構
造
関
係
を
作
り
出
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
繊
維
間
の
相
対

的
構
造
の
変
化
は
、
筆
で
あ
る
角
筆
の
和
紙
に
加
え
ら
れ
た
圧
力
で
起
こ
る
も
の
で
あ

る
。

　

右
の
よ
う
な
繊
維
間
の
位
置
関
係
の
変
化
を
生
じ
る
よ
う
な
凹
み
が
角
筆
書
入
の
本

質
的
な
物
理
的
変
化
で
あ
る
と
す
る
と
、
角
筆
書
入
の
年
代
測
定
は
、
こ
の
物
理
的
変

化
に
頼
る
以
外
に
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

新
た
な
物
質
の
残
留
が
期
待
で
き
な
い
以
上
、
今
、
科
学
的
分
析
の
最
先
端
で
あ
る

と
こ
ろ
の
１４
Ｃ
法
な
ど
の
同
位
体
の
分
析
は
意
味
が
な
い
。
可
能
性
の
問
題
と
し
て
は
、

一
時
安
定
し
て
い
た
和
紙
繊
維
の
各
々
の
位
置
関
係
が
変
わ
る
こ
と
に
注
目
し
て
み
る

道
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
な
ど
の
糊
に
よ
っ
て
一
時
固
定
さ
れ
た
二
本

の
繊
維
の
接
触
面
が
、
角
筆
の
圧
力
に
よ
っ
て
離
れ
る
変
化
が
想
定
で
き
よ
う
。
さ
す

れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
露
出
し
た
繊
維
表
面
と
は
別
に
、
新
た
な
露
出
面
が
生
じ
る
こ
と

と
な
る
。
本
来
の
露
出
の
繊
維
被
覆
面
と
新
た
な
露
出
被
覆
面
と
の
間
に
は
、
外
気
に

触
れ
る
経
年
的
差
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
の
経
年
差
は
、
１４
Ｃ
法
の

様
な
同
位
体
の
崩
壊
と
い
っ
た
、
所
蔵
条
件
に
よ
る
外
在
条
件
と
は
関
係
の
な
い
半
減

期
が
設
定
で
き
る
種
の
も
の
で
は
な
く
、
酸
化
変
化
で
あ
る
と
か
の
資
料
の
保
存
環
境

に
左
右
さ
れ
る
変
化
し
か
手
懸
か
り
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

和
紙
の
主
成
分
は
、
セ
ル
ロ
ー
ス
と
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
及
び
リ
グ
ニ
ン
で
あ
る
。
セ

ル
ロ
ー
ス
と
へ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
は
、
比
較
的
安
定
し
た
物
質
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
奈
良

時
代
以
前
の
和
紙
が
残
存
す
る
如
く
、即
座
に
は
、顕
著
な
経
年
変
化
が
期
待
で
き
な
い
。

リ
グ
ニ
ン
は
、
経
年
変
化
し
て
バ
ニ
リ
ン
に
酸
化
分
解
さ
れ
る
。
所
謂
、
紙
の
劣
化
に

関
す
る
変
化
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
経
年
変
化
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
出
来
る
か
も

知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
和
紙
の
製
紙
工
程
に
は
、
こ
の
リ
グ
ニ
ン
の
除
去
工
程
が
含
ま

れ
て
い
る
。
た
だ
、
博
物
館
等
で
、
神
経
質
な
ほ
ど
に
、
文
献
文
化
財
に
紫
外
線
を
嫌

う
の
は
、和
紙
の
劣
化
に
対
す
る
保
護
処
置
で
あ
っ
て
、「
褪
色
」
の
予
防
措
置
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
和
紙
に
お
い
て
リ
グ
ニ
ン
の
経
年
変
化
が
あ
る
が
故
の
最
大
の
証
拠
で

あ
る
。
和
紙
個
々
の
含
有
密
度
の
問
題
も
あ
り
、
非
常
に
相
対
的
に
し
か
判
断
が
期
待

さ
れ
な
い
が
、
製
紙
時
期
と
の
隔
世
の
推
定
根
拠
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

今
ひ
と
つ
の
切
り
口
の
可
能
性
は
、
繊
維
表
面
の
観
察
に
よ
る
可
能
性
で
あ
る
。
右

に
は
、
角
筆
書
入
の
圧
力
に
よ
る
繊
維
間
の
構
造
変
化
に
着
目
し
た
が
、
筆
で
あ
る
角

筆
と
直
接
に
接
触
す
る
和
紙
繊
維
の
変
化
に
つ
い
て
で
あ
る
。
角
筆
書
入
部
分
は
、
筆

で
あ
る
角
筆
と
和
紙
繊
維
が
接
触
す
る
際
、
角
筆
は
位
置
を
変
え
つ
つ
移
動
す
る
が
、

そ
の
際
に
接
触
し
た
和
紙
繊
維
の
繊
維
表
面
に
、
摩
擦
痕
が
残
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
摩
擦
痕
が
生
じ
れ
ば
、
和
紙
繊
維
の
繊
維
表
面
の
被
覆
面
の

物
質
が
は
ぎ
取
ら
れ
る
、
ま
た
は
、
線
状
痕
が
残
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
場

合
も
、
繊
維
表
面
の
摩
擦
痕
と
他
の
繊
維
表
面
に
は
、
露
出
し
た
部
分
の
隔
世
が
生
じ

る
訳
で
あ
る
か
ら
、
先
の
リ
グ
ニ
ン
等
の
経
年
変
化
が
観
察
さ
れ
る
可
能
性
が
存
す
る
。

こ
の
視
点
に
お
い
て
も
、
和
紙
の
製
紙
工
程
に
リ
グ
ニ
ン
の
除
去
工
程
が
有
る
点
と
、

確
り
と
し
た
繊
維
の
長
い
靭
皮
繊
維
を
使
用
し
て
製
紙
し
た
も
の
で
、
人
力
に
よ
る
も

の
で
は
あ
る
が
、
繊
維
の
叩
解
工
程
が
あ
る
も
の
で
、
角
筆
に
よ
る
加
圧
に
よ
っ
て
、

繊
維
表
面
に
摩
擦
痕
が
出
来
た
り
、
繊
維
の
破
断
、
屈
曲
に
よ
る
被
覆
面
の
破
砕
の
よ

う
な
も
の
が
実
際
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、実
証
的
観
察
が
、今
後
不
可
欠
と
な
る
。

た
だ
、
和
紙
の
質
に
も
拠
る
が
、
角
筆
痕
に
光
沢
を
帯
び
る
場
合
が
あ
る
か
ら
、
可
能



性
と
し
て
は
存
在
し
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
視
点
で
繊
維
表
面
の
拡
大
分
析
が
さ
れ
た
実

績
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
繊
維
表
面
の
拡
大
観
察
、
例
え
ば
、
原
子
間

力
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
な
ど
の
レ
ベ
ル
で
の
今
後
の
必
要
性
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
リ
グ
ニ
ン
を
視
点
に
し
た
経
年
変
化
の
差
は
、
酸
化
反
応
で
あ
る
か
ら
保
存
状

況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
化
学
変
化
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
新
し
い
角
筆
書
入
の
判
定

に
は
そ
の
有
効
性
が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
年
代
を
遡
る
ほ
ど
に
、
保
存

条
件
に
よ
る
化
学
変
化
の
進
度
の
差
は
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

右
に
触
れ
た
こ
と
に
重
複
す
る
が
、
可
能
性
の
最
初
の
実
験
的
実
証
的
研
究
は
、
角

筆
書
入
部
の
和
紙
繊
維
の
観
察
で
あ
る
。
繊
維
表
面
を
観
察
す
る
た
め
に
は
、
高
高
倍

率
で
の
観
察
が
必
要
で
あ
る
。
稿
者
は
、か
か
る
実
証
的
実
験
を
果
た
し
て
は
い
な
い
が
、

た
だ
し
、
こ
こ
に
も
制
約
が
あ
り
、
比
較
的
安
価
と
な
っ
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
簡
単

に
改
良
さ
れ
て
き
た
電
子
顕
微
鏡
な
ど
の
利
用
は
、
文
献
文
化
財
に
対
す
る
研
究
者
の

良
心
の
問
題
と
し
て
、
現
状
で
は
使
用
は
不
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
に
も
非
破
壊

実
験
の
制
約
が
あ
っ
て
、
あ
る
文
献
文
化
財
か
ら
試
料
を
切
り
出
し
て
、
面
積
の
限
ら

れ
た
真
空
ス
テ
ー
ジ
上
で
の
観
察
は
出
来
な
い
。
共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
や
レ
ー
ザ
ー

走
査
顕
微
鏡
な
ど
の
レ
ー
ザ
ー
光
源
は
、
和
紙
に
対
す
る
熱
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
が
予
測

さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
利
用
は
で
き
な
い
。

　

文
献
文
化
財
を
そ
の
ま
ま
の
形
状
で
、
即
ち
、
粘
葉
裝
本
や
袋
綴
装
本
で
あ
れ
ば
、

そ
の
製
本
を
解
か
ぬ
ま
ま
の
大
き
さ
の
ス
テ
ー
ジ
、ま
た
は
、観
察
条
件
が
必
須
と
な
る
。

光
学
顕
微
鏡
系
で
は
、
前
に
も
触
れ
た
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の

開
発
進
歩
は
飛
躍
的
で
、
３
Ｄ
画
像
の
取
得
も
で
あ
る
が
、
五
〇
〇
〇
倍
ほ
ど
の
倍
率

の
観
察
が
可
能
で
、
除
振
台
の
ス
テ
ー
ジ
面
積
も
比
較
的
確
保
さ
れ
る
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
自
体
を
使
用
し
な
い
観
察
も
出
来
る
。
光
学
系
顕
微
鏡
以
外
の
候
補
は
、
プ
ロ
ー
ブ

顕
微
鏡
（
Ａ
Ｆ
Ｍ
）
で
、こ
れ
も
文
献
文
化
財
試
料
を
非
破
壊
で
の
観
察
が
可
能
で
あ
る
。

　
　
　

五
、
現
存
の
角
筆
文
献
の
資
料
的
価
値
の
選
別

　

本
稿
の
最
初
に
、
角
筆
文
献
の
文
献
文
化
財
言
語
の
研
究
の
将
来
性
に
つ
い
て
触
れ

た
。
稿
者
は
、
角
筆
文
献
は
実
存
す
る
も
の
で
、
一
研
究
者
と
し
て
こ
の
存
在
を
否
定

す
る
と
か
、
無
視
す
る
と
か
の
態
度
を
採
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
存
在
す
る
文
献
文
化

財
試
料
で
あ
る
以
上
、
ま
た
、
現
在
ま
で
日
本
語
史
の
資
料
と
し
て
の
研
究
利
用
が
成

さ
れ
て
き
て
い
る
事
実
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
、
例
え
ば
稿
者
の
場
合
は
、

文
献
文
化
財
に
よ
る
日
本
語
史—

言
語
生
活
史
、
文
化
史
の
射
程
の
な
か
に
組
み
込
む

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
右
に
説
い
た
よ
う
に
、
現
在
の
理
化
学
的
研

究
で
は
越
え
が
た
い
壁
が
あ
る
こ
と
も
認
識
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
越
え
な
け
れ

ば
、
立
論
の
基
盤
は
、
極
め
て
脆
弱
な
も
の
に
な
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
改
め
て
注
意
を

促
し
て
お
き
た
い
。

　

角
筆
文
献
の
史
料
と
し
て
の
評
価
に
、
共
時
的
に
角
筆
文
献
群
が
、
他
の
資
料
群
と

は
別
に
、
特
立
存
在
す
る
希
有
な
資
料
群
で
あ
る
と
の
評
価
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

か
か
る
評
価
が
正
当
で
あ
る
の
か
否
か
は
人
文
科
学
に
お
け
る
研
究
射
程
内
の
問
題
で
、

理
化
学
的
解
析
の
問
題
に
次
い
で
大
き
な
問
題
で
、
角
筆
文
献
に
対
す
る
研
究
者
個
々

人
の
価
値
判
断
に
関
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

　

稿
者
は
、
第
一
に
は
、
角
筆
文
献
を
文
字
文
献
の
一
部
、
言
語
生
活
史
を
形
作
る
一

つ
の
言
語
生
活
の
パ
ー
ツ
で
あ
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
現

在
の
小
林
博
士
は
、
時
代
的
に
降
っ
た
特
に
江
戸
時
代
以
降
の
も
の
研
究
価
値
の
評
価

に
は
否
定
的
で
あ
る
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
が
、
方
言
事
象
が
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
る
。
し
か
し
、
他
資
料
と
の
相
対
化
が
成
さ
れ
て
い
な
い
。
江
戸
時
代
以
前
に
も
、

殆
ど
の
場
合
、
漢
文
の
訓
点
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
書
入
で
あ
る
か
ら
、
漢
文
訓
読
語
の

総
体
の
中
で
捉
え
直
す
べ
き
で
、独
り
、角
筆
文
献
だ
け
に
特
化
す
る
必
然
的
論
理
に
は
、

立
脚
点
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

言
語
史
料
と
し
て
の
注
目
す
べ
き
は
、
角
筆
文
献
の
全
て
で
は
な
い
が
、
他
の
文
字

資
料
と
重
な
る
存
在
の
資
料
群
的
意
味
以
外
に
、
他
の
文
献
に
は
多
く
を
求
め
ら
れ
な

い
共
時
態
の
資
料
が
、
角
筆
文
献
と
し
て
残
存
し
て
い
る
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。
例

え
ば
、
童
蒙
の
学
習
資
料
へ
の
残
存
の
期
待
で
あ
る
。
広
島
県
三
次
市
立
図
書
館
に

は
、
纏
ま
っ
た
数
の
往
来
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
蔵
さ
れ
る
が
、
表
紙
、
表
紙
見
返



し
、
料
紙
末
尾
の
空
白
、
裏
表
紙
見
返
し
、
裏
表
紙
な
ど
に
夥
し
い
墨
書
の
落
書
が
あ
っ

て
、
人
名
な
ど
の
書
き
入
れ
ら
れ
た
明
ら
か
に
童
蒙
の
学
習
用
に
、
然
る
べ
き
学
習
の

場
で
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
墨
書
資
料
に
交
じ
っ
て
、
角
筆
文
献
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
破

棄
さ
れ
そ
う
な
、
墨
で
の
汚
損
の
激
し
い
資
料
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
も
貴
重
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
童
蒙
の
言
語
生
活
の
如
何
な
る
部
分—

例
え
ば
、
自
学

自
習
の
場
で
角
筆
が
役
割
を
果
た
し
た
の
か
と
い
っ
た
課
題
を
設
定
し
て
み
る
と
、
総

体
と
し
て
の
童
蒙
の
言
語
生
活
の
実
態
が
記
述
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
童
蒙
に
限
ら

ず
、
ま
た
、
時
代
を
遡
っ
て
の
言
語
生
活
の
あ
り
し
姿
が
、
具
体
的
に
記
述
で
き
る
か

も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、垂
直
的
思
考
に
よ
っ
て
、研
究
者
自
己
の
足
下
を
反
省
す
れ
ば
、

こ
こ
に
も
角
筆
書
入
の
時
代
推
定
の
課
題
は
大
き
く
横
た
わ
っ
て
い
る
し
、
ま
た
、
角

筆
使
用
者—

記
主
の
特
定
に
重
大
な
実
証
的
困
難
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
は
、
研
究
資
料
と
し
て
の
角
筆
文
献
を
選
別
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
旧
稿
に

示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（
１
０
）が

、
訓
点
資
料
も
平
安
時
代
だ
け
に
限
っ
て
も
相
当
な
遺
存
点

数
が
あ
る
。
し
か
し
、
資
料
の
質
の
善
し
悪
し
は
、
築
島
裕
博
士
の
『
訓
点
語
彙
集
成
』

（
汲
古
書
院
）
を
も
っ
て
、
新
進
の
研
究
者
の
研
究
の
出
発
点
と
し
て
の
資
料
選
定

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
目

安
を
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
角
筆
文
献
に
つ
い
て
も
『
角
筆
文
献
目
録
』
が

編
纂
さ
れ
て
諸
種
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

（
１
１
）が
、
江
戸
時
代
に
つ
い
て
は
角
筆
書

入
そ
の
も
の
の
推
定
年
代
と
資
料
の
価
値
評
価
の
項
目
は
な
い
。
右
に
は
、
角
筆
文
献

の
研
究
価
値
の
可
能
性
と
し
て
言
語
生
活
史
の
素
描
の
資
料
と
な
ろ
う
と
記
し
た
が
、

一
方
で
、
江
戸
時
代
の
版
本
類
は
、
現
在
で
も
比
較
的
価
格
も
安
く
日
常
的
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
故
に
伝
来
が
不
透
明
で
あ
っ
て
、
近
代
以
降
に
勉

学
に
供
さ
れ
た
例
は
枚
挙
に
遑
の
な
い
程
で
あ
ろ
う
。
広
島
大
学
角
筆
資
料
研
究
室
所

蔵
の
角
筆
文
献
は
、
最
初
の
出
所
の
明
確
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
角
筆
資
料
研
究
室
ま

で
の
経
路
が
未
詳
で
、
多
く
は
古
本
商
か
ら
、
あ
る
い
は
、
古
本
商
で
求
め
た
上
で
の

個
人
の
寄
贈
が
殆
ど
を
占
め
、
角
筆
書
入
の
素
性
、
質
、
年
代
は
不
明
で
あ
る
し
、
何

よ
り
稿
者
の
研
究
者
と
し
て
の
潜
在
的
不
安
・
憂
鬱
の
対
象
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

や
は
り
一
度
閲
覧
と
言
う
行
為
に
及
べ
ば
潜
在
的
不
安
・
憂
鬱
が
生
じ
る
が
、
来
歴
の

明
確
な
も
の
が
先
ず
は
候
補
と
な
ろ
う
。
古
い
時
代
で
は
、
諸
寺
院
伝
来
の
古
聖
教
類

や
書
陵
部
な
ど
の
管
理
の
行
き
届
い
た
典
籍
類
、
江
戸
時
代
で
は
、
藩
校
の
資
料
が
多

数
を
占
め
る
よ
う
で
あ
る
が
、
藩
校
の
書
籍
を
纏
め
て
一
括
伝
承
所
蔵
す
る
図
書
館
な

ど
の
資
料
が
候
補
と
な
ろ
う
か
。
小
林
博
士
は
、
三
〇
〇
〇
点
以
上
の
角
筆
文
献
の
存

在
の
量
を
誇
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
水
平
的
拡
張
発
想
の
量
的
な
問
題
で
は
な
く
、
ま

ず
奥
書
が
な
い
以
上
は
む
し
ろ
、
一
点
一
点
の
質
と
、
信
頼
性
が
問
題
で
あ
る
。

　

か
か
る
状
況
に
お
い
て
、
更
に
研
究
資
料
の
選
別
を
如
何
に
行
う
か
で
あ
る
が
、
一

般
論
と
し
て
、
角
筆
文
献
に
限
ら
ず
、
ま
ず
特
定
の
一
資
料
に
つ
い
て
、
言
語
の
記
述

研
究
が
で
き
る
ほ
ど
の
書
入
情
報
の
量
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
実
際
の
閲
覧
に

拠
る
資
料
と
し
て
の
価
値
付
け
に
よ
る
選
別
し
か
今
は
方
法
が
な
い
。

　

角
筆
文
献
に
は
、
角
筆
書
入
に
対
す
る
角
筆
の
奥
書
が
存
在
し
な
い
の
が
普
通
で
あ

る
か
ら
、
資
料
の
成
立
に
関
す
る
情
報
、
即
ち
、
墨
書
等
の
奥
書
が
あ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
更
に
、
角
筆
書
入
以
外
の
墨
書
や
朱
書
の
訓
点
が
あ
っ
て
、
角
筆
書
入
に
重
な

る
確
例
の
あ
る
資
料
が
望
ま
し
い
。
理
化
学
的
解
析
の
有
効
性
が
理
論
的
に
語
れ
な
い

現
在
に
お
い
て
は
、
角
筆
書
入
の
時
代
推
定
の
拠
り
所
と
し
て
は
、
角
筆
書
入
の
後
に
、

墨
書
や
朱
書
の
書
入
の
あ
る
資
料
を
選
抜
す
べ
き
で
あ
る
。
墨
書
、
朱
書
等
が
奥
書
に

対
応
す
る
場
合
も
あ
る
し
、
本
稿
に
説
い
た
如
く
、
墨
書
や
朱
書
の
繊
維
に
物
質
が
付

着
す
る
こ
と
で
文
字
を
表
記
す
る
場
合
は
、
科
学
的
年
代
測
定
の
可
能
性
が
高
い
と
判

断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
角
筆
書
入
と
墨
書
や
朱
書
と
の
重
な
り
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
気
付
か
れ
て
論
考
も
公
に
さ
れ
て
き
た

（
１
２
）と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
の
重
な
り
具

合
の
前
後
関
係
は
、
光
学
機
器
に
よ
っ
て
分
析
が
容
易
で
あ
る
。

　

但
し
、
こ
の
墨
書
や
朱
書
と
の
重
な
り
も
、
厳
密
に
考
え
れ
ば
、
重
な
り
の
な
い
角

筆
書
入
文
字
等
全
体
に
ま
で
一
般
化
し
て
良
い
か
と
言
え
ば
、
論
理
学
に
言
う
「
早
ま
っ

た
一
般
化
」
と
言
わ
れ
る
、
あ
る
い
は
、「
偏
り
の
あ
る
標
本
」
と
言
わ
れ
る
非
形
式
的

な
重
大
な
論
理
的
誤
謬
に
容
易
に
陥
り
か
ね
な
い
。
か
か
る
視
点
か
ら
の
み
で
は
、
研

究
者
の
潜
在
的
不
安
・
憂
鬱
の
解
消
に
は
な
り
得
な
い
。

　

稿
者
は
、
右
の
重
な
り
具
合
の
状
況
に
よ
る
年
代
推
定
の
有
り
様
単
独
で
は
、
研
究



者
の
潜
在
的
不
安
は
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
同
一
書
の
他
の
訓
点
（
附

刻
訓
点
や
朱
墨
等
の
訓
点
）
と
の
相
関
的
関
係
を
体
系
的
に
把
握
す
べ
き
こ
と
を
主
張

し
た
こ
と
が
あ
る
。
特
定
資
料
の
角
筆
訓
点
記
入
の
原
理
・
法
則
を
帰
納
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
角
筆
書
入
の
均
一
性
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
文
章
を
公
に
し

た
こ
と
が
あ
る

（
１
３
）が

、
人
文
学
的
方
法
に
よ
っ
て
の
傍
証
の
、
一
つ
の
可
能
性
を
示
し
た

に
過
ぎ
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
前
提
に
は
、
墨
な
ど
と
書
入
が
重
な
る
角
筆
書
入

と
重
な
り
の
認
め
ら
れ
な
い
角
筆
書
入
の
均
質
性
の
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
し
、
墨
書
、

朱
書
に
お
い
て
は
、
数
種
の
異
筆
書
入
の
あ
る
資
料
は
極
々
普
通
の
も
の
で
、
独
り
角

筆
文
献
に
お
い
て
は
、
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
論
じ
ら
れ
た
例
を
知
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
角
筆
書
入
が
、
一
資
料
に
一
筆
の
み
で
あ
る
と
す
る
積
極
的
な
根
拠
は

ど
こ
を
探
し
て
も
な
い
し
、
も
し
、
万
一
、
角
筆
資
料
に
は
常
に
一
筆
で
、
角
筆
の
異

筆
が
存
在
し
な
い
と
い
う
の
が
実
態
な
ら
ば
、
人
文
科
学
の
分
析
に
お
い
て
そ
の
常
に

一
筆
で
あ
る
と
い
う
言
語
生
活
史
・
文
化
史
上
の
意
味
を
問
う
て
、
論
理
的
な
理
由
を

付
与
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
ま
た
、
憶
測
を
広
げ
れ
ば
、
現
在
の
角
筆
資
料
研
究
に
お

い
て
は
、
一
筆
で
あ
る
か
、
異
筆
が
あ
る
の
か
さ
え
、
解
析
さ
れ
な
い
と
言
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

　

実
は
、
角
筆
書
入
の
同
筆
、
異
筆
の
判
定
に
は
、
理
化
学
的
方
法
で
の
可
能
性
が
あ
る
。

先
に
示
し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
機
能
に
は
、
数
値
を
示
し
て
の
計
測
機

能
が
あ
る
。
直
談
で
は
、
小
林
博
士
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
居
ら
れ
る
、
奈
良
時
代
と

博
士
が
推
定
さ
れ
る
書
入
、
新
羅
語
の
書
入
、
醍
醐
寺
の
記
号
・
符
号
を
中
心
と
し
た

書
入
の
分
析
に
は
、
無
用
で
あ
る
と
の
懐
疑
的
、
否
定
的
発
言
し
か
な
い
が
、
博
士
が

意
味
が
な
い
と
さ
れ
る
広
島
大
学
角
筆
資
料
室
所
蔵
の
集
書
の
一
部
で
あ
る
江
戸
時
代

の
角
筆
書
入
の
実
例
に
従
え
ば
、
以
下
に
掲
げ
た
図
３
の
如
く
の
計
測
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
計
測
の
意
味
は
、
ま
さ
に
、
客
観
化
に
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
で
の
凹

凸
を
、
視
角
と
数
値
に
よ
っ
て
万
人
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
数
値
や
、
視
角

に
よ
っ
て
示
せ
な
い
読
解
は
、
調
査
者
の
内
部
の
認
識
結
果
を
、
調
査
者
の
メ
モ
等
に

拠
っ
て
し
か
第
三
者
は
認
識
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
存
在
自
体
、
ま
た
、
同
筆
か
異

　
と
言
っ
た
、
研
究
者
の
経
験
則
に
よ
る
職
人
芸
的
認
定
を
、
研
究
者
自
己
の
権
威
を
誇

示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
人
に
、
自
己
の
観
念
で
し
か
な
い
認
識
を
強
要
す
る
こ
と
以

外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
も
は
や
、
実
証
性
を
指
向
し
た
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
し
、

科
学
で
さ
え
も
あ
り
得
な
い
。
ま
た
、
そ
う
し
た
権
威
主
義
者
の
主
張
を
受
け
入
れ
る

体
質
の
学
界
も
、
人
文
科
学

0

0

を
指
向
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
最
低
限
の
価
値
判
断
と

し
て
指
向
せ
ね
ば
な
ら
な
い
世
界
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
が
常
識
的
な
判
断
で
あ
ろ
う

と
思
う
。

　

例
に
掲
げ
て
あ
る
計
測
サ
ン
プ
ル
は
、
計
測
時
の
横
幅
の
設
定
が
、
必
ず
し
も
厳
密

で
は
な
い
憾
み
が
あ
る
し
、
広
島
大
学
角
筆
資
料
研
究
室
蔵
の
二
資
料
の
紙
質
が
楮
紙

で
は
あ
る
も
の
の
、
同
等
な
る
保
証
が
な
い
。
が
、
図
３
と
図
４
の
グ
ラ
フ
の
曲
線
の

視
覚
的
な
比
較
も
両
者
に
違
い
の
有
る
事
が
見
て
取
れ
る
。
数
値
に
従
え
ば
、
図
４
に

（図３）　　ＶＨＸ - １０００による採取画像
上に掲げた画像は、角筆資料研究室ホームページ
でもカラーで公開の画像で、凹凸の高低によって
色合いを変えて表示する。上図は、縮尺が小さい
ために、文字が読み取れないが、白い二つの三角
の横断面の凹凸を、下にグラフ状に示したもので、
幅 785.9㎛に対して、角筆痕の深度は、深さ 98.9
㎛が計測される。



　
お
け
る
角
筆
痕
の
深
度
は
、
比
率
と
し
て
は
図
３
の
一
・
一
七
倍
深
い
。
ま
た
、
単
純

化
し
て
は
計
算
で
き
な
い
が
、
図
３
の
角
筆
痕
は
、
斜
角
は
一
四
・
一
三
度
で
、
斜
長

は
四
〇
五
・
二
五
㎛
で
あ
る
。
図
４
で
の
角
筆
痕
は
、
斜
角
一
六
・
四
七
度
、
斜
長
は
、

二
八
八
・
五
四
㎛
と
な
る
。
以
上
の
如
く
、
数
値
と
し
て
置
き
換
え
れ
ば
、
計
算
上
、
図

４
の
角
筆
痕
が
鋭
角
的
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
数
値
の
差
の
原
因
が
何
で
あ

る
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
一
資
料
中
の
各
角
筆
痕
の
分
析
を
統
計
学
的
に
統
合

す
れ
ば
、
そ
の
相
関
関
係
は
明
確
と
な
ろ
う

（
１
４
）。
た
だ
し
、
人
間
の
営
為
と
し
て
角
筆
記

入
を
考
え
て
い
く
場
合
に
は
、
か
か
る
理
化
学
的
観
察
の
数
値
の
裏
付
け
と
し
て
、
人

文
学—

人
間
学—

的
視
点
と
方
法
を
駆
使
し
た
論
考
が
必
須
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め

て
、
角
筆
記
入
の
質
が
判
明
す
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
る
後
に
、
因
果
関
係
が
解
明
さ

れ
る
筈
で
あ
る
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

角
筆
文
献
の
日
本
語
史
資
料—

言
語
史
資
料
と
し
て
の
研
究
利
用
が
あ
る
こ
と
は
、

既
に
小
林
芳
規
博
士
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
、
世
界
的
規
模
で
拡
張
し
て
き
た
。

　

本
稿
で
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
は
、
謂
わ
ば
、
文
献
文
化
財

と
し
て
の
、
例
え
ば
、
研
究
資
料
評
価
の
根
幹
に
関
わ
る
、
研
究
者
の
立
脚
点
、
足
下

の
脆
弱
さ
の
問
題
で
あ
る
。
稿
者
は
、
こ
の
問
題
を
些
細
な
問
題
で
、
取
る
に
足
ら
な

い
問
題
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
受
け
た
。
こ
れ
以
上
の
事
を
こ
こ
に
記
す
気
力
も
無
く

な
る
が
、
こ
の
足
下
の
問
題
は
、
研
究
た
る
も
の
の
信
頼
性
に
関
し
て
、
実
に
初
歩
的

な
し
か
も
、
最
も
重
大
な
問
題
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
稿
者
か
ら
は
、
何
も
応

ず
る
つ
も
り
も
な
い
。

　

以
上
の
権
威
主
義
的
な
強
要
で
し
か
説
明
の
出
来
な
い
非
科
学
的
問
題
に
横
た
わ
る
、

例
え
ば
、
稿
者
自
身
の
価
格
的
説
明
不
可
能
状
態
、
あ
る
い
は
、
平
成
の
書
入
の
張
本

人
で
は
な
い
と
理
化
学
的
根
拠
を
以
て
反
論
で
き
な
い
心
理
を
〝
研
究
者
の
潜
在
的
不

安
・
憂
鬱
〟
と
表
現
し
た
。
遠
い
将
来
で
あ
ろ
う
が
朱
墨
等
の
実
証
的
実
験
で
の
解
明

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
他
筆
と
の
重
な
り
の
な
い
角
筆
書
入
の
み
の
年
代
推

定
の
理
化
学
的
解
明
は
、
ど
こ
か
ら
手
を
付
け
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
角

筆
の
書
入
に
よ
っ
て
、
和
紙
に
一
体
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
文
字
記
入
の
物
理
的

変
化
の
記
述
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
た
だ
、
一
国
立
法
人
大
学
の
し

か
も
、
文
学
研
究
科
に
あ
っ
て
、
和
紙
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
理
化
学
的
解
析
の

緊
急
の
要
請
に
は
、
設
備
面
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
人
材
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
、

稿
者
の
ご
と
き
、
一
人
文
科
学
に
携
わ
る
も
の
発
言
の
対
外
的
な
信
頼
性
に
し
て
も
、

危
機
的
状
況
に
あ
る
と
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

か
か
る
状
況
に
あ
っ
て
、
稿
者
の
立
場
か
ら
今
後
可
能
か
も
知
れ
な
い
の
は
、「
思
考

実
験
」
と
人
文
学—

人
間
学
的
視
点
か
ら
の
方
法
論
と
思
索
と
に
よ
っ
て
、
角
筆
書
入

の
理
化
学
的
分
析
の
背
後
を
支
え
る
年
代
判
定
に
関
わ
る
新
た
な
視
角
を
次
々
と
設
定

し
つ
つ
、多
角
的
な
追
求
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
が
、今
は
た
だ
、

（図４）　　ＶＨＸ - ９００による採取画像
図３とは異なる機種による画像であるが、計測の
横断面の表示である赤色線が明確に表示されてい
ないが、中央やや上方を横に走査したもので、斜
光位置の関係で凸状見えるが、図３同様に、下段
にグラフ状の凹凸が示されて、深度が計測される。
幅 553.4㎛に対して、角筆痕の深さは、81.8㎛で
ある。



研
究
者
と
し
て
の
漠
然
と
し
た
孤
立
感
の
み
が
虚
し
い
だ
け
で
あ
る
。

　

本
稿
の
多
く
は
、
理
化
学
的
解
明
の
理
論
的
記
述
に
終
始
し
た
。
理
化
学
的
研
究
の

進
展
の
必
要
性
を
、
こ
の
十
年
た
ら
ず
折
々
に
思
索
し
た
結
果
を
、
一
区
切
り
と
し
て

概
説
的
に
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
角
筆
文
献
に
付
き
ま
と
う
研
究
者
の
潜
在
的
不
安
と

憂
鬱
と
言
う
重
大
な
問
題
に
は
、
絶
対
的
に
必
要
不
可
欠
な
理
化
学
的
解
析
研
究
と
同

等
に
、
人
文
科
学
の
方
法
か
ら
の
複
数
の
視
角
を
模
索
を
重
ね
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ

と
は
、
言
語
史
の
問
題
よ
り
も
ず
っ
と
本
質
的
な
、
資
料
そ
の
も
の
の
信
頼
性
の
問
題

で
あ
っ
て
、
こ
れ
の
見
通
し
を
急
務
と
せ
ね
ば
、
言
語
史
の
問
題
と
し
て
な
に
を
描
こ

う
が
、
潜
在
的
不
安
と
憂
鬱
の
解
消
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
べ
く
、
一
文
を
も

の
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

注

　
　

１
、
広
島
大
学
角
筆
資
料
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
、
走
査
結
果
を
公
表
し
て

　
　
　
　

い
る
。
な
お
、
走
査
に
は
、
キ
ー
エ
ン
ス
社
の
関
勝
也
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
。
図
版
と
し
て

　
　
　
　

掲
げ
た
画
像
例
は
、VH

X-1000

に
よ
る
が
、
図
４
の
み
、VH

X900

に
よ
る
。

　
　
　
　
　

http://hom
e.hiroshim

a-u.ac.jp/kakuhitu/m
icro.htm

l

　
　

２
、
小
林
芳
規
博
士
の
評
価
で
は
、
奈
良
、
新
羅
写
経
の
書
入
の
判
断
は
、
機
械
的
に
は
無
理
だ

　
　
　
　

と
断
言
さ
れ
る
が
、
試
行
さ
れ
て
の
結
果
で
の
判
断
で
も
な
く
、
そ
の
根
拠
も
極
め
て
論
理

　
　
　
　

性
が
な
い
。
研
究
者
の
認
知
、
認
識
に
拠
る
し
か
な
い
と
の
事
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
、
権
威

　
　
　
　

主
義
の
温
床
と
な
っ
て
、
科
学
性
の
な
い
論
理
と
な
る
。

　
　

３
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
に
よ
る
筆
跡
痕
の
解
析
の
試
み
が
著
明
で
あ
る
。

　
　

４
、
広
島
県
警
科
捜
研
に
は
、
本
稿
に
示
し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
他
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ａ

　
　
　
　
（Electrostatic D
etection Apparatus

）、
Ｖ
Ｓ
Ｃ
（Video Spectral Com

parator
）

　
　
　
　

に
つ
い
て
の
実
験
画
像
を
含
め
て
の
情
報
提
供
を
受
け
た
。
両
機
器
が
角
筆
文
献
に
利
用
し

　
　
　
　

に
く
い
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ａ
は
、
電
圧
の
掛
か
っ

　
　
　
　

た
ス
テ
ー
ジ
上
に
試
料
を
置
き
、
ト
ナ
ー
を
飛
ば
し
て
、
筆
圧
痕
の
検
出
す
る
機
器
で
あ
る
。

　
　
　
　

現
在
は
、
ス
テ
ー
ジ
も
広
く
な
り
Ａ
３
に
対
応
す
る
。
し
か
し
、
一
枚
物
の
角
筆
文
献
の
分

　
　
　
　

析
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
が
、
冊
子
に
つ
い
て
は
原
型
の
ま
ま
で
は
分
析
は
出
来
な
い
し
、
巻

　
　
　
　

子
本
等
に
も
炭
素
粒
を
使
用
す
る
も
の
で
汚
損
、
破
壊
の
可
能
性
が
少
な
く
な
い
。。
Ｖ
Ｓ
Ｃ

は
、
紫
外
光
か
ら
可
視
光
、
赤
外
光
、
赤　
　
　
　

外
蛍
光
用
光
源
を
選
択
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
角

　
　
　
　

筆
書
入
の
分
析
は
、
基
本
的
に
は
、
斜
光
光
源
に
よ
る
斜
光
法
で
の
分
析
と
な
る
。

　
　
　
　
〝
痕
〟
の
分
析
を
求
め
る
点
で
は
共
通
し
た
目
的
を
持
つ
が
、
科
捜
研
と
角
筆
研
究
の
価
値
観

　
　
　
　

が
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
科
捜
研
の
場
合
、
特
別
な
事
例
を
除
い
て
は
、
時
代
判
定
は
問

　
　
　
　

題
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
。
ま
た
、
犯
罪
等
の
立
証
の
た
め
に
証
拠
と
物
件
と
し
て
は
、

　
　
　
　

必
ず
し
も
非
破
壊
に
は
拘
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

５
、
小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
研
究
導
論
上
巻　

東
ア
ジ
ア
篇

　
　
　
　
　
　
　

』（
平
成
十
六
年
七
月
、
汲
古
書
院
）。

　
　

６
、
小
林
芳
規
「
東
ア
ジ
ア
の
角
筆
文
献—

そ
の
交
流
の
軌
跡
を
辿
る—

」（『
和
漢
比
較
文
学
』　

　
　
　
　

第
三
十
八
号
、
平
成
十
九
年
二
月
）。

　
　

７
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
語
学
研
究
室
に
は
、
世
界
的
に
も
有
名
な
「
狐
物
語
」
の
中
世
の
写
本
を
所

　
　
　
　

蔵
す
る
。
即
ち
、
諸
外
国
の
文
学
語
学
、
あ
る
い
は
、
歴
史
学
に
関
係
す
る
諸
所
蔵
書
に
つ

　
　
　
　

い
て
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
　

８
、
拙
稿
「
平
安
初
期
に
お
け
る
密
教
経
典
の
訓
読
語—

石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点

　
　
　
　

本
に
つ
い
て—

」（『
表
現
技
術
研
究
』
第
６
号
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）。

　
　

９
、
吉
沢
康
和
、
藤
田
恵
子
、
小
田
寛
貴
、
中
村
俊
夫
、
小
林
芳
規
「
角
筆
お
よ
び
和
紙
の
加
速

　
　
　
　

器
質
量
分
析
法
に
よ
る
１４
Ｃ
年
代
測
定
」（『
考
古
学
と
自
然
科
学
』
34
、
平
成
八
年
）。

　
　

10
、
拙
稿
「
漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
の
位
相
と
文
体—

複
製
資
料
に
依
拠
し
た
研
究
を

　
　
　
　

巡
っ
て—

」（『
古
典
語
研
究
の
焦
点
』、
平
成
二
十
二
年
一
月
、
武
蔵
野
書
院
）。

　
　

11
、『
角
筆
文
献
目
録
』
に
は
、
文
献
名
・
点
数
・
所
蔵
先
・
角
筆
書
入
の
文
字
記
号
種
・
発
見
年
月
・

　
　
　
　

発
見
者
他
の
情
報
記
事
が
あ
る
。
発
見
者
の
情
報
は
、
当
初
は
顕
彰
の
た
め
で
あ
る
と
信
じ

　
　
　
　

る
が
、
皮
肉
に
も
本
稿
に
示
し
た
如
く
、
発
見
者
自
身
の
潜
在
的
不
安
を
煽
る
結
果
と
な
っ

　
　
　
　

て
い
る
。
な
お
、『
角
筆
文
献
目
録
』
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

　
　
　
　

http://hom
e.hiroshim

a-u.ac.jp/kakuhitu/m
okuroku.htm

l

　
　

12
、
小
林
芳
規
『
平 

安 

鎌 

倉 

時
代
に
於
け
る

漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』(

昭
和
四
十
二
年
三
月
初
版
、
東
京
大

　
　
　
　

学
出
版
会
）
の
第
二
刷
（
昭
和
五
十
五
年
九
月
）
の
補
説
に
お
い
て
、
神
田
本
白
氏
文
集
の

　
　
　
　

角
筆
書
入
と
墨
書
と
前
後
関
係
に
触
れ
ら
れ
、
角
筆
書
入
の
時
代
を
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

同
「
角
筆
点
に
基
く
神
田
本
白
氏
文
集
の
訓
点
の
考
察
」（『
神
田
本
神
田
本
白
氏
文
集
の
研

　
　
　
　

究
』、
昭
和
五
十
七
年
二
月
、
勉
誠
社
）
に
は
、
墨
点
と
の
重
な
り
具
合
を
基
に
詳
述
さ
れ
て

　
　
　
　

い
る
。
同
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究　

研
究
篇
』（
昭
和
六
十
二
年
六
月
、
汲
古
書
院
）

　
　
　
　

第
三
章
第
二
節
に
お
い
て
も
、
詳
述
さ
れ
る
。
か
か
る
条
件
に
恵
ま
れ
た
資
料
が
ど
れ
ほ
ど

　
　
　
　

存
す
る
か
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
山
本
真
吾
氏
は
「
伊
勢
所
在
の
角

　
　
　
　

筆
文
献
と
尾
張
所
在
の
角
筆
文
献
」（
平
成
九
年
度
〜
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
『
西
日

　
　
　
　

本
各
地
を
対
象
と
す
る
角
筆
文
献
発
掘
調
査
と
角
筆
文
字
解
読
用
機
器
の
開
発
研
究
』
基
盤



　
　
　
　

研
究
（
Ｂ
）（
１
）
報
告
書
、
平
成
十
二
年
三
月
）
に
お
い
て
も
、
右
の
小
林
博
士
の
発
想
、

　
　
　
　

方
法
を
援
用
し
て
、
江
戸
時
代
の
版
本
の
刊
記
と
識
語
の
年
代
に
よ
っ
て
、
書
入
年
代
の
幅

　
　
　
　

が
設
定
で
き
る
と
説
く
。
た
だ
し
、
特
に
江
戸
時
代
の
資
料
の
場
合
、
特
に
、
墨
書
の
重
な

　
　
　
　

ら
な
い
角
筆
書
入
ま
で
類
推
が
及
ぶ
か
ど
う
か
が
問
題
で
、
論
理
学
で
言
う
、
論
理
的
誤
謬

　
　
　
　

の
可
能
性
、
即
ち
、
墨
筆
と
重
な
っ
た
例
を
以
て
、
全
て
の
角
筆
が
同
筆
で
あ
る
と
判
ず
る

　
　
　
　

よ
う
な
「
推
論
の
危
険
」
を
実
証
的
に
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
判
断
す
る
。
こ
の
他

　
　
　
　

に
、
刊
記
も
刷
り
上
が
り
の
時
期
を
、
必
ず
し
も
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
も
注
意

　
　
　
　

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　

13
、
拙
稿
「
角
筆
文
字
の
読
解—

附
刻
等
の
訓
点
と
対
照
し
て—

」（
平
成
九
年
度
〜
十
一
年
度
科

　
　
　
　

学
研
究
費
補
助
金
『
西
日
本
各
地
を
対
象
と
す
る
角
筆
文
献
発
掘
調
査
と
角
筆
文
字
解
読
用

　
　
　
　

機
器
の
開
発
研
究
』
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
１
）
報
告
書
、
平
成
十
二
年
三
月
）
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　

朱
書
な
ど
と
の
前
後
関
係
に
も
触
れ
た
が
、
本
稿
の
一
部
に
論
じ
て
い
る
、
角
筆
書
入
を
他

　
　
　
　

の
附
刻
訓
点
や
朱
書
書
入
な
ど
と
の
相
関
に
お
い
て
論
ず
べ
き
事
を
主
張
し
た
。稿
者
に
は
、

　
　
　
　

そ
も
そ
も
一
資
料
中
に
、
複
数
の
角
筆
書
入
が
存
し
て
も
、
そ
れ
を
自
己
の
視
覚
的
認
知
・

　
　
　
　

認
識
に
よ
っ
て
峻
別
す
る
自
信
が
な
い
。
朱
書
や
墨
書
の
場
合
は
、
濃
淡
・
色
合
い
や
字
体
・

　
　
　
　

字
形
、
筆
画
の
細
太
を
視
覚
的
に
も
、
ま
た
数
値
に
置
き
換
え
て
も
同
筆
の
立
証
が
可
能
で

　
　
　
　

あ
る
よ
う
に
判
断
す
る
が
、
角
筆
書
入
に
は
、
そ
の
方
法
さ
え
も
研
究
が
十
分
で
は
な
い
。

　
　
　
　

よ
っ
て
、
人
文
学
的
手
法
に
よ
っ
て
、
角
筆
全
体
の
統
一
性
が
保
証
さ
れ
れ
ば
、
全
体
が
同

　
　
　
　

筆
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
0

0

と
な
る
と
考
え
て
の
成
稿
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
月
本
雅
幸
氏
の

　
　
　
　

論
評
以
外
の
反
応
が
無
く
、
文
才
無
く
理
解
を
十
分
に
は
得
て
い
な
い
と
反
省
し
て
い
る
。

　
　

14
、
角
筆
痕
の
深
度
や
傾
斜
角
、
斜
長
な
ど
を
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
で
計
測
可
能
で
あ
る
が
、

　
　
　
　

文
字
、符
号
で
あ
る
角
筆
痕
は
、例
え
ば
、一
仮
名
が
、直
線
・
曲
線
に
よ
る
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ

　
　
　
　

て
、
実
際
の
計
測
方
法
・
計
測
点
を
ど
う
設
定
し
て
統
合
化
す
る
の
か
、
統
計
学
的
処
理
に

　
　
　
　

つ
い
て
も
、
一
筆
の
場
合
が
正
規
分
布
で
、
二
筆
以
上
の
場
合
、
ピ
ー
ク
が
複
数
に
な
る
の

　
　
　
　

か
、
分
布
が
偏
っ
て
現
れ
る
の
か
な
ど
、
実
際
の
試
行
錯
誤
を
経
ね
ば
な
ら
な
い
。
計
測
法

　
　
　
　

の
開
発
と
と
も
に
デ
ー
タ
を
ど
う
読
み
取
る
の
か
の
問
題
は
、
後
に
託
さ
ざ
る
を
え
な
い
が
、

　
　
　
　

残
念
な
が
ら
、
現
在
、
計
測
機
器
等
、
理
化
学
的
機
器
を
日
常
的
に
駆
使
で
き
る
環
境
に
は

　
　
　
　

な
い
。

　
　
　
　
　
［
付
記
］

　
　

本
稿
を
、
平
成
二
十
二
年
三
月
に
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
を
ご
退
職
に
な
っ
た
水
田
英
実

　
　

先
生
と
、
令
夫
人
啓
子
先
生
に
献
じ
ま
す
。

　
　

広
島
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
の
寺
田
健
太
郎
先
生
、
福
原
幸
一
先
生
に
は
、
文
系
の
者
の
取
り

　
　

留
め
の
な
い
メ
ー
ル
で
の
話
を
、
快
く
お
読
み
戴
き
励
ま
し
を
戴
い
た
。
今
の
精
神
的
な
支
え
と

　
　

な
っ
て
い
る
。
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　

本
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
教
室
の
古
瀬
清
秀
先
生
に
は
、

　
　

十
年
近
く
以
前
に
、
考
古
学
分
野
で
は
年
代
推
定
の
方
途
と
し
て
利
用
さ
れ
る
１４
Ｃ
法
に
つ
い
て

　
　

の
教
示
を
得
た
。
そ
れ
が
本
稿
の
入
り
口
と
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
広
島
大

　
　

学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
文
化
財
教
室
安
嶋
紀
昭
先
生
に
は
、
美
術
史
の
ご
専
門
の
立
場
か
ら
の

　
　

貴
重
な
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
広
島
県
警
察
科
捜
研
文
書
研
究
室
の
加
川
英
司
氏
、
宮
川
沙
矢
香

　
　

氏
に
は
、
稿
者
の
初
歩
的
な
質
問
に
ご
丁
寧
な
ご
対
応
を
得
て
の
情
報
提
供
を
受
け
た
。
心
か
ら

　
　

の
謝
意
を
表
し
た
い
。


